
ヽヽ
I

長池キ ・ン
一

ヽ

ィ

．

・ノ‐
●

Ｐヽ， 一一一一一一　　一一一一一一一一一一一一一・一．一一・　・一一一

,1

||ヽこ■

|!||111
ヤ

'

卜
一市

Ｉ
■

| |IJ

柱

一
「

　

一

ヽ
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野々市町御経塚第二土地区画整理事業に係る

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 Ⅱ

2000

石 川 県 野 々 市 町 教 育 委 員 会

野々市町御経塚第二土地区画整理組合



例    言

1 本書は石川県石川郡野々市町長池町に所在する長池キタノハシ遺跡の発掘調査報告書である。遺跡名は発見時に字

地名の聞き取りにより長池キタバシ遺跡としたが、「皇国地誌」でイ剖賄  (キタノハシ)と記され、今後は長池キタ

ノハシ遺跡と呼称するものである。

2 調査原因は野々市町御経塚第二土地区画整理事業に係るもので、野々市町御経塚第二土地区画整理組合の委託を受

け、野々市町教育委員会が平成 2年度 (第 1カ、平成 3年度 (第 2次)にわたり発掘調査を実施した。第 1次調査は

平成 2年 5月 17日 から12月 13日 にかけて実施した。第 2次調査は平成 3年 10月 29日 から12月 16日 にかけて実施した。

調査面積は4420m2で ぁる。発掘調査は吉田淳 (野々市町教育委員会)が担当し、横山貴広 鶴費市町教育委員会)。 田

村昌宏 硯 石川県埋蔵文化財センター)の補佐を受けた。

3 発掘調査にあたっては御経塚第二土地区画整理組合理事長 塚崎吉信、副理事長 杉林敏信、塚崎昭夫をはじめ組

合員各位、長池町各位、野々市町都市計画課の協力を得た。

4 発掘調査の現地作業は次の方々に参加して頂いた。

伊藤忠行、猪又邦子、大村導子、尾崎義雄、】跡日子、倉由樹子、小松義一、小柳幹男、三納友吉、高出マチ子、

谷日珠江、塚本千代子、琢木周隠 塚本房子、塚本美和子、遠塚■豊、長田外美子、橋本富代子、長谷川啓子、

浜野光蔵、早崎長三、半村美紀子、東猛、本田喜代美、本田典子、宮野渡 山口恵子、吉田邦一

5 本書の執筆編集は吉田が担当し、遺物の写真撮影を永野勝章 (野々市町教育委員会)が行った。遺構の検討は布尾

和史 観 野々市町教育委員会)の補佐を受けた。出土品の整理作業は次の方々に参加して頂いた。

前 寸隷 昧 、形 報 、酪 サII肝

6 発掘調査及び本書の執筆にあたっては下記の方々から御教示・指導を得た。記して感謝申し上げたい。

垣内光次郎、木越隆三、出越茂和、橋本澄夫、藤田邦雄、増山 仁、南 久和、山本直人、湯尻修平 (敬称Ю

8 本書の各図・写真図版の指示は以下のとおりである。

(1)本書での遺構・地図等の方位はすべて真北を表示する。

② 水平基準は海抜高であり、(m)で表示する。

③ 各図の縮尺は以下のとおりである。

講 1//250、  1/200、  1//120、  1/80、  1//60

土器 1/8、 石器その他 1/2、 1/3、 1/5
④ 出土遺物実測図中の番号は、遺構図出土位置及び遺物一覧表並びに及び写真図版中の番号に対応する。

6)遺構名の略号は以下のとおりである。

竪穴建物 (SI)、 掘立柱建物 (SB)、 柵列 (SA)、 井戸 (SE)、 竪穴状遺構 (SX)、 土坑 (SK)

溝 (SD)、 ピット (SP)、 道 (SS)、 橋 (SG)

9 本遺跡の出土遺物、記録資料は野々市町教育委員会が二括保管している。
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第 1章 位置と環境

第 1節 地理的環境と遺跡の位置

古来より翻  

「
|と して知られる手取川は鶴来町で流路を北より急激に西に向きを変

え日本海にそそぐが、氾濫のたびに流れを南遷し現在にいたっている。この手刷 II

によって形成された扇状地は鶴来町を扇慎として扇径約 12km、 展開度約HO度の規

模をもち勾配は扇央 1/170、 扇端 1/200を測る。東側では冨樫山地の低い急崖と接し、

北東端では同山地からの鯛 llの形成する泉野扇状地と重なり不鮮明となる。

石川県石川郡野々市町はこの手刷 |1扇状地北東部の扇央から扇端部にかけて南北、

6 7km東西4 5km、 面積13.56km2の 町域を有している。石川県のほぼ中央に位置し、

北及び東は県都金沢市、西は松任市、南は鶴来町に接する。

都市近郊の農業地帯として経済基盤を確かなものとしてきたこの地域は、1970年

代後半に田園を市街化する目的の土地区画整理事業の開始とともに、農村と新興住

宅衡が混在する地域と移り変わっていった。しかも近年の人口集中と農業衰退力渤日

わり都市開発は急激に進行を速め、旧来の景観を失い商業地、住宅地へと一変した。

長池キタノハシ遺跡は野々市町北西部の長池町に所在する。」R野々市駅の西北西200mに位置し、郷用水分流の大

塚川と安原川に挟まれる海抜13mの微高地上に立地する。扇状地の端部は河川や小支流が入り組み起伏の複雑な地形で

あるが、現在は近世及び明治大正期の耕地整理にいたる開発を経て平坦な地形となっている。周辺の調査では東西にほ

ぼ100m前後の距離をおき河道跡や低湿地を確認しており、遺跡の多くはこの低地間南北方向の微高地上に展開している。

第 2節 周辺の遺跡

本遺跡の所在する手TXlll扇状地北端郡周辺は遺跡の密集する地域として知られ、縄文時代から中近世にわたり注目す

る遺跡も多い。多岐にわたる開発に伴う遺跡の発見力光目次いでいる地域でもある。

古代以前 縄文時代前期末より中期初頭の土器が出土した上安原遺跡(01047)が もっとも古い時期であり、中期中葉の

古府ヒビタ遺跡 (01078)、 後葉の北塚遺跡 (01088)、 後期前葉の押野大塚遺跡(16038)力清 る。後期中葉以降遺跡は増

加し、馬替遺跡 101400)、 米泉遺跡 (01125)、 御経塚遺跡 (16027)、 新保本町チカモリ遺跡 (01064)、 中屋遺跡 (01050)、 中

屋サワ遺跡 (01052)、 長竹遺跡 (08044)、 乾町遺跡 (08045)など標識遺跡をはじめ注目される遺跡が集中する生活基盤の安

定した地域である。

弥生時代では扇端部の八田中遺跡 (08128)、 御経塚遺跡、扇央部では前述の乾町遺跡で最古の弥生土器が出土している。

中期になるとⅡ様式の良好な資料が出土した八木ジワリ遺跡 (01059)力消防 に位置するが散発的な様相である。後期には

安定した稲作を背景とする人日の増加とともに集落の形成力W舌発化し遺跡は急激に増加する。横江古屋敷遺跡 (08142)、

御経塚シンデン遺跡 (16030)、 御経塚遺跡(ツカダ・デト地円、二日市イシバチ遺跡(16020、 長池ニシタンボ遺跡 (16026)

が近在し、東方でヤ封甲野タチナカ遺跡 (16036)、 押野ウマワタリ遺跡(16037)な どが形成される。

古墳時代にはいると遺跡は減少し、前期の集落では上荒屋遺跡 (01053)、 旭遺跡群の宮永遺跡 (08121)、 旭小学校遺跡

(08123)が見られ、一塚墳墓・古墳群 (08126)、 御経塚シンデン古墳群 (16031)、 横江古屋敷遺跡では地域統合を物語る初

期の前方後方墳を含む古墳群が出現する。しかし、これ以降集落の拡散により遺跡は減少しその後の営みは7世紀以降

を待たなければならない。

奈良。平安時代には扇央部で政治勢力を背景とした開発が着手される。一定の権力を有する首長の存在を象徴する白鳳

の大寺院末松廃寺 (16013)を はじめ、三浦遺跡 (08034)や近年調査された上林新庄遺跡など大規模な基幹遺跡が増加し、

8世紀には扇端部で初期荘園の横江荘遺跡(08135)と上荒屋遺跡が出現する。

中世以降 律令制の崩壊とともに手刷 !1扇状地の再開発に取り組んだ在地領主の林 。冨樫氏は、藤原利仁の末裔と称す

る加賀斎藤氏の有力な武士団である。両氏とも「和名類衆抄」に載る石川郡の郷名を名字の地とし、林氏は野々市町南

部から鶴来町にかけての拝師郷、冨樫氏は高橋川中流域の冨樫郷をこの地とする。承久の乱で朝廷側につき没落した林

氏に対し、幕府側についた冨樫氏は守護北条一門の下で勢力を発展させ在地領主の棟梁としての地位を確かなものとし

第 1図 野々市町位置図
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ていつた。建武 2年 (1335)足利尊氏が冨樫高家を加賀守護に補任した後冨樫氏は守護所を野市に置いたとされ、14～ 15

世紀には野市が加賀の政治・経済の中′いとなる。しかし、長享 2年 (1488)冨樫政親が加賀―向一揆の攻撃により滅亡し、

天文15年 (1546)の金沢御堂建立以後は中心を金沢に明渡すこととなった。この守護所とされる冨樫館跡(16039)が野々

市町本町・住吉町地内に所在し薬研掘りの堀が確認されている。野々市町押野町には冨樫氏庶流押野氏の居館である押

野館跡(16035)が所在し、館を巡る掘跡、掘立柱建物などの検出や14～15世紀代の遺物が出土している。

中世後期を主体とする本遺跡の南300mには14世紀後半頃の散居村的景観を有する二日市イシバチ遺跡 (16024)、 北

北東400mには14～ 15世紀の御経塚遺跡デト地区、西500mの松任市横江町には林氏系横江氏が居を構えたとされる14

世紀後半～16世紀頃の横江館跡(08137)力坤 在する。またJR北陸本線南側の野々市町二日市 。三日市地内では野々市

町北西部土地区画整理事業開始に伴う分布調査において大規模な中世の遺跡が確認されている。

旧長池村の村名は小幡家文書の慶長4年 (1599)前田利家宛行状に見られ、高免付給人帳では寛文年間(1661～ 1672)の

家高数 4、 百姓数4とされている。『皇国地誌』には家数 5。 人数27とあり町村制施行後は石川郡郷村に所属した。

参考文献『石川県の地名』平凡社 1991年

『押野村史』石川郡押野村史編集委員会 1956年

第 2章 調査の経緯と経過

御経琢町周辺の野々市町北部一帯は国道 8号線の開通後、昭和50年代には徐々に開発が進み金沢市近郊地域における

道路の整備や住宅地の供給を目的とした土地区画整理事業力滸日次いで着工している。また8号線東側における御経塚第

下土地区画整理事業完成後の昭和57年には御経塚町全域と長池町、二日市町の一部を含むJR北陸本線】陳 Jの地域につ

いて土地区画整理事業施行の機運が高まり地元では準備委員会が発足した。昭和59年 (1984有Dには土地区画整理事業認

可が決定的な状況となり、この事業区域には周知の御経塚遺跡、御経塚経塚の分布と新たな埋蔵文化財の存在が想定さ

れることから、土地区画整理準備委員会、野々市町都市整備課、野々市町教育委員会の三者により事前協議を行い事業

施行予定全域について埋蔵文化財の分布確認調査実施を確認した。昭和59年 (1984句 11月 30日付けで60.lhaにおよぶ

面積が市街化区域に編入されている (第 3図)。 分布調査では新たに御経塚シンデン遺跡、御経塚オッソ遺跡、長池キ

タノハシ遺跡、長池ニシタンボ遺跡、二日市イシバチ遺跡が発見された。この後の協議で埋蔵文化財は記録保存を目的

とする発掘調査とし、住宅及び店舗等が建設必至の街区内についても調査の対象範囲に含め野々市町教育委員会が受託

事業として実施することとなった。

長池キタノハシ遺跡の発掘調査は長池地区の工事計画に基づき平成 2年度(1990年 )に調査完了予定であったが、調査

区内の街路予定部分に存在する農業用ハウス敷地については次年度の調査となった。平成 2年度の第 1次調査は5月 17

日に調査区の設定を行い翌日から重機による表土除去作業を開始した。遺構検出作業は5月 25日 より作業員を導入して

Alo号街路から作業を開始し、耕作溝群を検出したA12号街路へ移動した。次に農業用ハウス】籐Iの街区内調査に入っ

た。調査は南から北州頂に進めたが、遺構の密度は比較的高く当初の調査区を拡張している。中世後期の井戸群や堅穴

状遺構など、深い遺構や大型の遺構が多く検出に時間を費やした。この年の夏は猛暑にみまわれ、風の通らぬ井戸の検

出は作業員への大きな負担となった。秋日には長雨が続き排水作業に明け暮れ、また井戸への転落事故防止の注意に務

めたことが印象として残っている。10月 12日 からハウス南側の調査を開始し、10月 19日から22日 にかけて耕作地と考

えられた東側調査区に再度入いり東西トレンチを数本設け遺構の状況を確認した。調査区の拡張や調査の内容など事前

の分布確認調査に問題の残った調査と言え反省する次第であるが、12月 13日 に面積4000m2の調査を終了した。A12号

街路の築造が追った平成 3年度の第 2次調査はlo月 29日 に調査区を設定し同日から表土除去作業を開始した。11月 1日

より遺構検出作業に入り遺構密度が高く期限までの調査終了が危興されたぶ 11月 後半以降天候に恵まれ 12月 16日 に面

積翌Om2の調査を終えた。出土品の整理作業は平成9～ 10年度に実施した。

-2-
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遺 跡 地 図 凡 例 「石川県遺跡地図」石川県教育委員会1992より

野々市町 01050 中屋遺跡鱒 )

01051 下福増遺跡鱒 ～洵

01052 中屋サワ遺跡(縄・中)

01053 上荒屋遺lPa(縄～平)

01055 上荒屋住宅遺跡 (弥)

01056 矢木マツノキダ遺跡(弥・向

01057 矢木ヒガシウラ遺跡跡・古)

01058 上安原陸橋遺跡(弥・古)

01059 矢木ジワリ遺跡(弥
。
向

01060 森戸バイパス遺跡(向

01061 森戸本町遺跡鱒 )

01062 森戸住宅遺跡(働

01063 新保本町西遺跡(弥・向

01064 新保本町チカモリ遺EVI(縄 )

01065 新保本町東遺跡礎・洵

01066 新保本町ツカダ遺跡(均

01067 新保本町南遺跡(中 )

01068 八日市B遺跡(縄・奈・羽

01069 八日市サカイマツ遺跡礎・奈・平)

01070 八日市ヤスマル遺跡(弥・奈・平)

01072 押野西遺跡(縄・弥・奈・刊

01073 押野大塚古墳ltl

01074 西金沢新町遺TVI(句

01075 日本たばこ金沢工場遺跡 (奈・平)

01076 保古町遺跡(奈
・刊

01077 黒田B遺跡 (平)

01078 古府遺跡(働

01079 黒田町三角点遺跡佑 )

01080 黒田町遺跡 (平)

01081 松島ナカオサ遺跡(平～中)

01082 高畠遺跡(林
。
向

01084 古府クルビ遺跡(弥～羽

01085 おまる琢古墳ltl

01086 宇佐神社古墳(古 )

01087 北塚古墳群lal

01088 北塚遺跡礎・弥・平・中)

01120 大額キョウデン遺跡 191

01121 扇台遺跡(林・平)

01125 米泉遺FVA(縄・弥・平)

01400 馬替遺跡(働

08036 倉光館跡(銅

08037 幸明経塚(幻

08038 西方寺跡瞭 )

08039 幸明遺跡(奈
。平)

08041 橋爪ガンノアナ遺跡(奈・刊

08042 橋爪松の木遺跡 (中 )

08043 橋爪遺跡(縄・体
。中・近)

08044 長竹遺跡礎 ～古・中)

08045 乾町遺跡鱒 ～近)

08046 専福寺遺跡(中 )

08047 高田遺跡(縄・刊

08048 田中ノダ遺跡(弥・古)

08111 五歩市遺跡 191

08112 あさひ荘遺跡(奈・刊

08113 福増遺FTh(縄・弥)

08114 寝上市左工門館跡 (室)

08115 福増東川遺跡 191

08117 坊の森遺跡(弥・古・中)

08118 宮永市境田遺跡(奈・平)

08119 宮永雁堀遺跡(縄)

08121 宮永遺跡ltl

08122 宮永B遺跡 (縄・古・中)

08123 旭小学校遺跡 (弥・古)

08124 -塚オオミナクチ遺跡(弥)

08125 -塚遺跡礎・弥・中)

08126 -塚墳墓・古墳群 (林・古)

08127 八田小鮒遺跡(弥)

08128 八田中遺跡 (縄～司

08129 八田中中村遺跡(近 )

08130 八田中ヒエモンダ遺跡鱒・弥)

08131 八田中アレチ遺跡(縄・均

08132 中新保遺跡o)

08133 下福増遺跡(縄・弥・奈。平)

08134 横江荘々家跡(羽

08135 横江荘遺跡(奈
。平)

08136 横江ゴクラク寺遺跡礎・中)

08137 横江館TVI(中 )

08138 横江A遺跡(縄・弥)

08139 横江B遺跡(平)

08140 横江C遺跡信 )

08141 横江D遺跡o
08142 横江古屋敷遺EVI(弥 )

16006 下新庄アラチ遺EVI(奈 )

16008 粟田遺跡(縄・奈・平)

16009 末松A遺跡(縄・平)

16010 末松B遺跡 (弥)

160H 末松福正寺遺跡信・コ

16012 末松古墳ltl

16013 末松廃寺(奈・平)

16014 末松C遺跡(奈・羽

16016 福正寺跡(平)

16018 末松ダイカン遺跡(奈～中)

16020 古元堂館跡o
16021 末松信濃館跡(中 )

16022 清金アガトウ遺跡(平～中)

16023 三林館跡僚 )

16024 二日市イシバチ遺跡鱒・弥・中・近)

16025 長池キタノハシ遺跡(縄・弥・中・近)

16026 長池ニシタンボ遺跡 (縄・弥・中。,D

16027 御経塚遺跡鱒
。弥・古・奈・中・近)

16029 御経塚経塚o
16030 御経塚シンデン遺跡(縄・弥。古 ,中

)

16031 御経塚シンデン古墳群ltl

16032 御経塚オッソ遺跡 (縄・弥・中)

16033 野代遺跡鱒 )

16034 上宮寺跡 (室)

16035 押野館跡(コ

16036 押野タチナカ遺跡 (縄・弥)

16037 押野ウマワタリ遺跡(均

16038 押野大塚遺跡 (縄・弥)

16039 冨樫館跡 (中 )

16040 高橋ウバガタ遺跡(内

16043 扇が丘ハワイゴク遺跡(縄～中)

金 沢 市

01039 下安原遺跡礎・古・中・近)

01040 安原工業団地B遺跡 (弥～平)

01041 安原工業団地A遺跡(弥・平)

01042 緑団地下水処理場遺EVA(弥 )

01043 緑団地公園遺跡佑
。
羽

01044 上安原緑団地遺跡 (弥・古)

01045 南塚遺跡鱒・向

01046 びわ塚古墳佑 )

01047 上安原遺EVA佑～平)

01048 中屋ヘンタ遺跡 (奈～中)

01049 福増遺跡o

松 任 市

08033 三浦常在光寺跡隊 )

08034 三浦遺跡値・奈～中)

08035 若林長門館跡(室・安)

-4-
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第 3章 遺構と遺物

第 1節 概要と上層

調査において検出した遺構は 竪穴建物(SI)3椋 掘立柱建物(SB)53棟、柵列 (SA1 5基、井戸 (SE)49基、堅穴状遺構

lSK156基、土坑lSK157基、溝lSD)29条 道lSS)1条 ピツト多数などである。ほとんどの遺構は、14世紀後半から16世紀

前半の室町時代に所属する。他の時代では、弥生時代後期に属する竪穴建物 1棟の検出と、江戸～明治期の遺物が出土

する遺構を確認しているが、後者は調査の時間的制約があったため完掘したものは少ない。

遺物の主体期も遺構同様室町時代であり、生活に密着する陶磁器・石臼・石鉢 。行火・囲炉裏縁石などがおもに丼戸

及び竪穴状遺構から出土している。縄文時代から弥生時代の土器 。石器は少量であるが出土し、江戸時代～明治期の陶

磁器類なども一定量みられる。

各遺構は西調査区にそれぞれ群を構成して濃密に集中し、遺構の希薄な東調査区の状況とは明らかに異なる。西調査

区イ群撚 の集落区域、東調査区は耕作区域と考えられ幾つかの地区割りが可能であり詳細は後述したい。

調査区の基本土層として東調査区西壁の土層観察図を図示した (第 6図)。 2～ 4層土が耕作土にあたり調査区全般に

拡がる。中世期以前の遺構は5層土の下而から掘り込まれ,4層土は拡がりの状況から近世期の水田整地土の可能性が

高い。観察図の6～ 9。 11～ 16は中世期遺構の覆土、19～ 21は明治時代末頃から大正期にかけて実施された耕地整理

以前の用水溝の覆土である。地山の標高は観察図南端で12.84m、 北端では12.56mを測る。

A
130m ~

130m旦

C
130m―

130m⊇

1 暗灰色粘質土 (表土 )

2 明灰色粘質土 (表土 )

3 4層 上混 2層 上 (表上 )

4 灰色粘質上 (表土 )

5 灰褐色粘質土

6 地 山混暗禍色土

7 4層 上少混褐色粘質土

黄灰色砂質土

暗灰掲色粘質上

禍色粘質土

地 山混 4層土

暗禍色粘質上

灰褐色粘質上

禍色粘質土

15 地 山混暗褐灰 色粘質上

16 暗灰褐色粘質土

17 黄灰色粘質上

18 明責灰禍色粘質土

19 青灰色粘質土

20 青灰黄色粘質土

21 責灰色砂混20層 上

0                            2m

第6図 東調査区 西壁上層断面図 (760)
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第 2節 古代以前の遺構と遺物

古代以前の遺構は弥生時代後期堅穴建物S101を検出したにとどまり、他の時期については不明である。遺物につい

ても量的に少なく、打製石斧の■定量が日立つにすぎない。

1 竪穴建物

Si01笞 写7・ 8図)

調査区南東部中央に位置するが、中世期の掘立柱建物や井戸、溝と複合し遺構の残存は悪い。隅丸方形状に廻ると考

えられる溝 d・ e・ f似下S101a)、 溝 c・ e・ f以下 S101b)、 平面六角形状に廻ると考えられる溝 b・ g以下

S101c)を堅六建物の壁溝と認識している。溝 b・ fは幅18～ 26cm、 深さ4～ 6cm、 溝 cは幅40～ 62cm、 深さほぼ

1酌臥 溝dは幅36～ 60cm、 深さ15～20cm、 溝 eは幅不明、深さほぼ25cm、 溝 fは幅33～ 40cm、 深さ15～ 19cmを測

る。竪穴建物は同心上に建て替えを図っている力ヽ 新旧関係や炉跡など他の施設は不明である。

S101aの規模は東西5.5mを測り、南北も同規模と推定する。推定床面積は約28m2で中型の竪穴建物である。主柱

穴P4・ P5を検出しており、構造は主位方形4本となろう。P4～ P5の柱人間は2,7mである。

S101bの規模は東西60mを測り、南北も同規模と推定する。推定床面積は約33m2で中型の竪穴建物である。主柱

穴Pl・ P2・ P3を検出しており、構造は主柱方形4本となる。柱穴間はPl～ P2が 3.6m、 P2～ P3は30mである。

S101cは平面六角形状で径約7.4m前後の規模をもち、主柱円形 6本構造の竪六建物と推定している。推定床面積

は約40m2で中型の竪穴建物である。主柱穴 P6・ P7・ P8。 P9を検出している。柱穴間はP6～ P7が 28m、 P7～ P
8、 P8～ P9は3.Omである。

遺物は 5。 6が溝 fか ら出土した。また7～ 9は S Iolと複合する中世翔遺構に混入した遺物を図示した。時期は弥

生時代後期後半の法仏式期新段階である。

第7図 S101遺構図 (760)

0                           2m
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∞
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2 遺物 (第 8・ 9図 )

縄文時代の土器が数点出土しているが、3点を図示した。 1は条線文が施される。2は日縁部小片であり、やや幅広

の沈線文をもち、LR縄文で充填される。時期は後期中葉段階である。 3は粗製の深鉢で、LR縄文。4は弥生時代前期

柴山出村式期の浅鉢である。内外面とも条痕で調整され、かつ赤彩される。ピットからの出土である。

弥生時代後期の遺物は、S101付近で中世期の遺構への混入が日立ったものの、全体の量は少なく小片が調査区全般

に散見していた状況である。10・ Hの器台は包含層からの出土である。古代の遺物では須恵器片 3点出土した。図示し

た12は瓶で沈線間に櫛状具の刺突を施す。石器では打製石斧が21点出土し、このうち16点を図示した(13～ 28)。 このな

かの21・ 27・ 28は烈部幅が10cmを越え、基郡に対し幅広の形態をもつものである。また、磨製石斧(29)、 石鏃(30)は各

1点の出上である。

表1 古代以前の遺物一覧表
土 器

物
号

遺
番 出土地点 器 種

法 量lmml
()は推定

遺存 色調 外/内 備  考

1 SD08a 深鉢 小片 暗褐色 縄文土器 。後期中葉

Sl区 深鉢 小片 暗褐色 縄文土器・後期中葉

耕作区 底部 小 片 暗褐色 縄文土器 。LR縄文

Nl区 鉢 口径 (205) 茶褐色 弥生土器

内外赤彩 前期柴山出村式

5 S101 壷 口径 (108) 淡黄褐色 内外赤彩

S101 壷 口径 90 淡橙褐色

7 SE43 甕 口径 (166) 淡茶褐色

SD16a 甕 口径 淡橙褐色

SE44 甕 口径(16⊃ 暗褐色/褐色

S2区 器台 底径 230 淡橙褐色

S2区 器台 底径 210 淡橙褐色

SE02 瓶 胴径 160 青灰色 須恵器・9世紀第2四半期

石  器

物
号

遺
番 出土地点 器 種

法   量 (mm)()は欠部
石質等備考

長 さ 幅 厚 さ 重さ (2)

SD04 打製石斧 安山岩

SX01 打製石斧 火山礫凝灰岩

SEll 打製石斧 火山礫凝灰岩

SD08a 打製石斧 (200) 火山礫凝灰岩

7 SD10a 打製石斧 緑色凝灰岩

SD10a 打製石斧 火山礫凝灰岩

SDll 打製石斧 凝灰岩

SDll 打製石斧 550 火山礫凝灰岩

SE24 打製石斧 600 火山礫凝灰岩

SP10 打製石斧 (242) 火山礫凝灰岩

SE44 打製石斧 安山岩

SE44 打製石爺 (238) 緑色凝灰岩

SE41 打製石斧 G39 安山岩

SX36 打製石斧 火山礫凝灰岩

SE46 打製石斧 火山礫凝灰岩

排 土 打製石斧 安山岩

SD10a 磨製石斧 (4401 蛇紋岩

SK48 石鏃 輝石安山岩

-11-
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第 3節 中世以降の遺構と遺物

1 地区の設定 (第 10図・第 5図参照)

調査区域の様相については第 1節の概要で若干述べたが、中世期がほとんどを占める遺構の分布状況には土地の用途

と関連して一定の制約力渤日わつているものと想定される。このため、ここでは地区割の設定を行いたい。まず西調査区

東端部の南北溝S D01・ S D02'S D09を 結ぶ南北ライン付近を境界とし、この西側を集落区 (集住区、定住区、ムラ)

に、東側を耕作区 (ノ ラ)と設定した①。耕作区には掘立住建物 S B52・ 53と付属する井戸 S E49が存在するが、SE
49は S D20に切られており、一時的なものと考えたい。また、両区域とも東西方向のS D08と S S01によって南北に

区画され、それ倉 切ヒ部、南部とした。

集落区、耕作区を南北に分け4地区に地区割を行ったが、集落区については掘立柱建物の群状分布と遺構の粗密をも

とに、南北に区画する小地区を5区設けた。北吉印離 S D05及びS D04の東西ラインによりNl区とN2区に分け、南

部は方形区画溝S D10の南端ラインと掘立柱建物の分布状況からSl区、S2区、S3区に分けた。さらに、掘立柱建

物が複合して構成する一つの群を基本単位として小区の設定を試み、N2区 。Nl区 。Sl区はそれぞれ二つの小区、

S2区は四つの小区に分割した。このように地区を設定したが、便宜的なものもある。小地区の東西区画長は不明であ

るが、南北の区画長はNl区、Sl区、S2区ともに約23m前後となった。

以下この地区割に従い中世期の遺構を主に報告する。各地区にまたがる溝は、断面作図位置の地区において報告した。

なお、掘立柱建物について現場で認識できたものは少なく、図上の検討作業により積極的に掘立柱建物とした。全体に

柱列の通りは良くなく、柱間寸法もばらつき平面形も歪むものが多い。規模については、矩形を基本としたため、柱間

の合計長が一致しない場合もある。作業小屋の性格が強いとされる堅穴状遺構と土坑については、規模が長軸3m以上

のものを堅六状遺構とし区別した。井戸についても土坑との識別が曖味な部分もある。各遺構の認定など疑問が生じる

ものや見落としもあることを了承していただきたい。また、遺物については節末の表 2中世以降の遺物一覧表、主要遺

構の時期は第4章まとめの表4を参照していただきたいの。

塩
SA01

◎囀
◎ °

⑤
①

第11図 集落区一N2区 (7200)

2 N2区 9箋 1図)

集落区最北部に位置し、掘立柱建物3棟 (S B01～ 03)、 井戸8基 (S E01～ 08)、 竪穴状遺構7基 (S X01～ 07)、

土坑4基などを検出している。東半部の①区では掘立住建物3棟と井戸3基が複合して一つの群を構成しているが、西

半部の②区は竪穴状遺構と井戸により構成される。

的区仰一

＼
‐
‐

‐
―

―

鯉

60ぷ   ③

０

ＳＰＯ
∂

⑩
ＳＥ０８
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(1)掘立柱建物

SB01 り子12ED

①区に位置し、S B02・ 03と複合する。S B02・ S E01,S K03を切る。梁行1間 3.lm、 桁行2間 4,9m、 床面積

約15m2、 主軸 (N10°E)を測る南北棟の側柱建物である。柱間寸法は西側柱穴Pl～ P2間 3.lm、 P2～ P3間 18m、

東側柱穴P4～ P5間 2.9m、 P5～ P6間20mを測る。柱穴は円形でばらつきが見られるが、径60～ 95cm内 に収まる。

深さはP4が80cmと深く、他は50～55cmを測る。

SB02 9乳 2図)

①区に位置する。梁行1間26m、 桁行1間4.Om、 床面積約10m2、 主軸 (N85° のヽ の東西棟である。柱穴は円形で、

径50～68cm内に収まる。深さはP2が70cmと深く、他は45～ 55cmを測る。

SB03 9乳 2・ 18図 )

①区中央部に位置する。S B01・ 02との切り合いは不明。梁行1間42m、 桁行2間 5.5m、 床面積約23m2、 主軸 (N

3° E)を測る南北棟の側柱建物である。柱間寸法は西側柱穴Pl～ P2間 2.6m、 P2～ P3間29m、 東側柱穴P4～ P5

間2.9m、 P5～ P6間2.6mを測る。柱穴は円形と精円形があり、大きさはばらつく。円形の柱穴はP4が径75cmと大き

く、他は径32～ 38cmである。精円形柱穴の大きさはPlが50× 58cm、 P2が40× 62cmである。深さは14～38cmを測

る。

(2)1冊夢J                   
′

SA01 9範 3図)

①区SB群の東に位置する。Pl～ P6が東西に並び、これにP7～ P10。 P4列とPll～ P12・ P5列が南北に直交し

て三列並び(T字状となる。Pl～ P6間は1.4m。 1.6m。 145m。 1.15mの計67m、 P7～ P10。 P4間は23m。 1.8m・

2.2m。 2.3mの計86m、 P ll～ P14・ P5間は21m。 1.85m。 265m。 19mの計85mとなる。南北列の方位は (NO°

E)である。柱穴は円形で大きさは径20～ 50cm、 深さも10～ 45cmとばらつく。

(3)井戸

SE01(第 14。 18図)

①区北に位置する。平面形は精円形で長軸2.15m、 短軸1.75m、 底面径80cm、 深さ2.Om、 底面標高1050mを測る。

地山のシルト層は検出面から70cmの深さで砂の混ざる礫層となる。

SE02(第 14・ 18図 )

①区S E01の西1.2mに位置する。平面形は精円形で長軸1.6m、 短軸145m、 底面径80cm、 深さ2.15m、 底面標高

1040mを測る。

SE03 G箋 4・ 19図 )

①区S E01の西1.2mに位置する。平面形は略円形で径10～1.15mである。深さ14mで検出を断念した。

SE04(第 14図)

②区北東に位置し、S X02と複合する。平面形は略円形で径11～ 12m。 底面径95cm、 深さ1.5m、 底面標高1081

mを測る。

SE05 0判 4・ 2Cl図 )

②区北東に位置し、S X02と複合する。平面形は円形で径1,4m、 底面径115m、 深さ0,9m、 底面標高1142mを測る。

他の井戸より浅く土坑の可能性がある。

SE06 0報 4・ 2Cl図 )

②区北東に位置し、S X04と複合する。平面形は楕円形で長軸2.2m、 短軸1.85m、 底面径85cm、 深さ1.45m、 底面

標高10.88mを測る。

SE07 G当 4図)

②区北束に位置し、S X05と複合する。平面形は略円形で径110～ 1,15mである。深さ1.lmで検出を断念している。

I      SEOS(第 14・ 20図 )

l      ②区北西に位置する。平面形は略円形で径11～ 12m。 底面径70～ 90cm、 深さ1lm、 底面標高H16mを測る。
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|

I

128mニ

0                     2m

第13図 N2区 SA01遺 構図

(4)竪穴状遺構

SX01 彿 15。 20図 )

①区に位置し、S X03を切る。平面形はやや胴の張る隅丸方形で、長軸6.8m以上、短軸5.3m、 深さ25cmを測る。
面積は33m2以上である。西側の一地点に自然礫がまとまってみられた。
SX02(第 15。 21・ 22図 )

②区北東に位置し、S X03と複合するが切り合いは不明。平面形は不整な長方形状を呈するものと考えられ、短軸
43m、 長軸は68m以上か。深さ28cm、 底面には自然礫がまとまってみられた。
SX03 C再 15。 22図 )

②区東に位置し、S X02・ 05と複合しS X05を切る。平面形は隅丸方形で、長軸5.2m、 推定短軸2.7m、 推定面積14m2、

深さ28cmを測る。S X02同様、底面には自然礫がみられた。

SX04彿 16・ 23図 )

②区北に位置しS E06と複合する。平面形は隅丸方形と考えられ、推定長軸35m、 短軸3.3m、 推定面積1lm2、 深
さ28Qnを測る。

SX05(第 16・ 23図 )

②区中央に位置し、複合するS X03・ 06に切られる。平面形は隅丸方形と考えられ、長軸4.6m、 短軸は不明。深さ
24cmを測る。
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SE02

SE03

123m―

128m f

128m―

1 黒褐色粘質プロック混禍色粘質土
2 黄灰色シルト(地 山ブロック含む)

3 灰黒褐色粘質上
4 礫混茶福色粘質土

5 地山混灰禍色上
6 4層 と同じ
7 黄灰色粘質上
8 青黒褐色粘質上
9 茶褐色粘質土
10 嗜禍色粘質上
11 青灰黄色粘質土
12 灰黄色粘質土
13 10層 と同じ
14 灰福色粘質土
15 暗灰福色粘質土

‥

，

，

・

，

，

‐

沙

128m一

SE08

第14図  N2区  SE01～ 08遺構図 (760)
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

褐色粘質土

灰褐色粘質土

禍色土混灰禍 色土 (境 乱 )

暗禍色粘質土

灰褐色土混責灰 土 (撹乱 )

地 山ブ ロック

灰褐色土 多混責灰 上 (5層 類似 )

黒褐色土多混暗灰禍色土

明灰褐色土

7層 と同 じ

青灰禍色粘質 土

灰淡褐色粘 質 土

黒掲色土・地山混褐色土(撹乱・埋戻 し上か)

黒褐色土・地 山混灰褐色上

淡黄灰砂 質上

灰褐色土

Ｉ
Ｅ
Ｏ
留

第15図  N2区 SX01～ 03遺構図 (780)

SX06(第16・ 23図 )

②区中央に位置し、複合するS X05を切りS X07に切られる。平面形は隅丸方形で、長軸5。2m、 短軸4.9m、 面積約

23m2、 深さ34cmを測る。

SX07(第 16・ 23図 )

②区中央に位置し、複合するS X06を切る。平面形は隅丸方形で、長軸6.Om、 短軸325m、 面積17m2、 深さ24cmを

測る。平面形がS X06と重なる東辺と南辺には自然礫が1段または2段に並べられている。これは、S Xo6が若千埋まっ

た段階で予定するS X07の平面形に礫を並べたもので、土留めの用途と考えられる。

(5)土坑

SK01(第 17・ 23図 )

①区南東に位置し、複合するS D02を切り、S D01に切られる。約1/2の検出である。平面形は隅丸方形で、長軸2.6

m、 短軸は不明。深さ93cmと深い。

SK02(第 17図 )

①区中央に位置し、複合するS B03のピットに切られる。平面形は隅丸方形で、長軸1.65m、 短軸 1.55m、 深さ

16cmを測る。
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2
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

灰禍色粘質土

禍色粘質土

灰色砂 質土混灰掲色粘質上 (SD06)
暗灰禍色粘質上

明灰禍色上

灰色粘質土

明責灰色粘質上 (埋戻土 )

明灰褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

明褐色粘 質土

灰褐色粘質土

黒色土・明黄灰色土混灰掲色粘質土

黒色粘 質土混灰褐色粘質土

暗橙褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

灰禍色粘質土

明褐色粘質土

黒色粘質土混明掲色粘質上

青灰褐色粘質上

地 山混青灰褐色粘質上

暗青灰褐色粘質上

礫 多混濁黄灰色粘質土

青灰色粘質上
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0                  2m

N2区  SX04～ 07遺構図
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SK01

128m―

Ｉ

Ｅ
∞
斡
一

128mユ    」

―
SD02

126m―

128m全     2

ヤ

SD03

~    126m―     ―

▼

SD06

V
SD05

第17図 N2区 SK01～ 03遺構図・SD01～ 03・ 05・ 06断面図 (760)(SD断面図は第11図 )

SK03彿 17・ 23'p

①区中央に位置し、複合するS B01のピットに切られる。平面形は隅丸方形で、長軸24m、 山 .lm、 深さ20cmを

測る。

(6)溝

SD01 9説 1・ 23図 )

東半部の①区東端に位置する南北溝である。複合するS K01を切ることから、S D02よ り新期の溝である。欄昭～10

m、 深さ40cmを測る。

SD02傷 子5酌
N2区・Nl区の東端に位置する南北溝であり、複合するS K01・ S Xo8に切られる。幅50～ 60cm、 深さ17～23cm

を測り、耕作区のS D20とは17mの距離を置き並行する。

SD03(第 5。 23[動

N2区 。Nl区の東半部に位置する南北溝であり、複合するS K02・ S D04に切られる。幅30～ 50cm、 深さ8～

14cmを測る。

SD04 9艶 1・ 23図)

東半部の①区南端に位置する東西溝であり、複合するS D03を切る。幅42～ 60cm、 深さ10～ 14cmを測る。

S D05 G311図 )

西半部の②区南端に位置する東西溝である。N2区中央部においてL字状に北へ向きを変え複合するS X01を切る。

幅0.7～ 1.lm、 深さ13～ 43cmを測る。

S D06 G311図 )

西半部の②区に位置する南北溝であり、複合するS X07を切る。幅50～ 60cm、 深さ15～ 17cmを測る。

128m―              ―
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0         5         10cm

第18図  SB03-P5(31)。 SE01(32)・ SE02(33・ 34)出土遺物 (1/3)
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9         5         10cm

第19図 SE03(35～ 40)出土遺物 (1/3)
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第20図 SE05(41～ 47)・ SE06(48～ 50)。 SE08(51～ 56)。 SX01(57～ 63)
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第21図 SX02出土遺物 (1/3)
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0               10 cm

第22図 SX02(73・ 74)・ SX03(75)出 土遺物 (1/3)・ (74-1/5)
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o SK01(94・ 95)。
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第23図 SX04(76～81)。 SX05(82～ 86)。 SX06(87・ 88)・ SX 07(89～ 93)

SK03(96・ 97)。 SD01(98-101)。 SD03(102)・ SD04(103・ 104)

落ち込み(107～ 109)出上遺物 (1/3)
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⑤

甍粋蒻昏

第24図 集落区一Nl区 (7200)

3 Nl区 (第 24図 )

集落区中央部S S01の】隙よに位置する。掘立柱建物群が3群存在し、これを基本に東から①区、②区、③区の小区を

設定した。①区はS B04～ 06群が北側に存在するが、南側は近世～近代期の大土坑により中世期の状況は不明である。

② 区は S B07～ 14群とS X09～ 15群、 S E15～ 18な どで構成される。③区は S B15～21群とS X16～204、 S E19～ 22

などで構成される。② o③区では南西側に掘泣柱建物、北東側に竪六状遺構と井戸が配置されている。

(1)掘立柱建物

SB04(第 25図 )

①区北に位置し、S B05'06と複合するが切り合い関係は不明。梁行1間35m、 桁行 3間44m、 床面積約15m2、

主軸 (N87° のヽ を測る東西棟の側柱建物である。北側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は、16m、 175m、 095m、 南側桁

行P5～P8間は1.45m、 185m、 1lmを測る。柱穴は略円形で径40～ 60cm、 深さ14～ 54cmを測る。

SB05(第 25図 )

①区北に位置する。梁行1間38m、 桁行3間52m、 床面積約20m2、 主軸 (N91° りヽ を測る東西棟の側柱建物であ

る。北側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は、18m、 17m、 15m、 南側桁行P5～ P8間は1.8m、 16m、 1,8mを測る。柱

穴は略円形で径32～ 74cm、 深さ23～ 52cmを測る。

SB06(第 25図 )

①区北に位置し、S K05を切る。梁行1間30m、 桁行2間 4.6m、 床面積約14m2、 主軸 (N4° E)を測る南北棟の

-29-



側柱建物である。西側桁行 Pl～ P3間の柱間寸法は、26m、 2.6mである。柱穴は略円形で径45～ 55cln、 深さ38～

65cmを測る。

SB07(第 25図 )

②区南東に位置し、S X12を切る。梁行1間33m、 桁行2間 55m、 床面積約18m2、 主軸 (N9° E)を測る南北

棟の側柱建物である。西側桁行Pl～P3間の柱間寸法は2.6m、 25m、 東側桁行P4～P6間は2.6m、 30mである。柱

穴は略円形で径25～ 53cm、 深さ37～ 74cmを測る。

SB08(第 26図 )

①区南東に位置する。梁行1間 2.2m、 桁行1間3.5m、 床面積は約8m2、 主軸 (N6° E)を測る南北棟である。柱穴

は略円形で径55～ 72cm、 深さ48～65cmを測る。平面内のS K09とはセット関係か。

SB09(第 26図 )

②区南西に位置する。S B10～ 14と複合するが切り合い関係は不明である。梁行2間 5.2m、 桁行4間 129m、 床面積

約72m2、 主軸 (N3° E)を測る南北棟の総柱建物である。西側桁行Pl～ P5間の柱間寸法は2.8m、 2.85m、 3.4m、

36m、 東側桁行PH～ P15間は28m、 3.5m、 30m、 3,7mを測り、南側1間が広くなる。】帥1深埼 Pl～ P6～ P ll間

は245m、 225m、 南側梁行P5～ P10～P15間は2.6m、 2,9mである。柱穴は略円形で径40～ 60cm、 深さ35～ 71cm

を測る。

SB10(第 27図 )

②区南西に位置する。梁行2間4.9m、 桁行 3間 6.4m、 床面積約31m2、 主軸 (N2° E)を測る南北棟の総柱建物で

ある。西側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は245m、 1,9m、 205m、 東側桁行P9～ P12間は20m、 2.3m、 2.lmを測り、

】卸↓梁行Pl～ P5～ P9間は1,9m、 2.8m、 南側梁行P4～ P8～ P12間は21m、 2.8mである。柱穴は略円形で径20～

60cm、 深さ10～ 50cmを測る。

SBll(第 27図 )

②区南東に位置する。梁行1間 35m、 桁行2間 70m、 床面積約24m2、 主軸 (N2° E)を測る南北棟の側柱建物で

ある。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は3,4m、 36m、 東側桁行P4～ P6間は34m、 3.4mである。柱穴は賂円形で径

40～ 74cm、 深さ35～ 66cmを測る。

SB12(第 27図 )

②区南東に位置する。梁行 1問 3.2m、 桁行2間 7.2m、 床面積約23m2、 主軸 (N4° E)を測る南北棟の狼↓住建物で

ある。西狽I賄府Pl～ P3間の柱問寸法イ誨 8m、 35m、 東狽1桁行P4～ P6間は3.4m、 37mである。柱穴は略円形で径

30～ 58c飢、深さ30～ 58cmを測る。

SB13(第 27図 )

②区南東に位置する。梁行1間30m、 桁行2間 5,lm、 床面積約15m2、 主軸 (N6° E)を測る南北棟の側柱建物で

ある。西側桁行Pl～P3間の柱間寸法は26m、 2,7m、 東側桁行P4～ P6間は2.6m、 24mである。柱穴は略円形で径

30～90cmとばらつき、深さ46～ 60c血 を測る。

SB14(第 28図 )

②区南東にする。梁行1間 3.Om、 桁行3間54m、 床面積約16m2、 主軸 (N6° E)を測る南北棟の狽し柱建物である。

西側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は1,8m、 16m、 20m、 P3に対応する東側桁行の柱穴は存在しない。柱穴は略円形で

径40～ 70cm、 深さ32～ 66cmを測る。

SB15(第 28図 )

③区南に位置する。S B16～ 19と複合するが切り合い関係は不明。梁行 2間 4,7m、 桁行 2間 55m、 床面積約

251fn2、 主軸 (N6° E)を測る南北棟の総柱建物である。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は32m、 22m、 東側桁行P7

～P9間は3.7m、 17m、 を測り、南側の1間は狭くなる。北側梁行Pl～ P4～ P7間は2.4m、 23m、 南側梁行P3～

P6～ P9間は2.Om、 28mである。柱穴は略円形で径35～ 57cm、 深さ27～ 52cmを測る。南側1間分は下屋の可台9陛

がある。

SB16(第 28図 )

③区南に位置する。梁行1間37m、 桁行3間 7.Om、 床面積約26m2、 主軸 (N3° E)を測る南北棟の側柱建物であり、

柱穴二つは不明。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は4.55m、 2.3m、 東側桁行P4～ P6間は5.Om、 2.lmである。柱穴は

略円形で径30～ 60cm、 深さ30～60cmを測る。
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SB17(第 28図 )

③区南に位置する。梁行1間2.9mi桁行2間 49m、 床面積約14m2、 主軸 (N84° 氏め を測る東西棟の狽↓駐建物であ

る。北側桁行Pl～P3間の柱間寸法は27m、 2.2m、 東側桁行P4～ P6間は2.6m、 2.3mである。柱穴は略円形で径

32～ 60cm、 深さ44～62cmを測る。

SB18(第 29図 )

③区西南に位置する。梁行1間 3.Om、 桁行2間56m、 床面積約17m2、 主軸 (Nl° E)を測る南北棟の側柱建物で

ある。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は3.05m、 255m、 東側桁行P4～ P6間は2.8m、 26mである。柱穴は略円形で

径30～ 54cm、 深さ36～46cmを測る。

SB19(第 29図 )

③区南西に位置する。梁行2間43m、 桁行 3間 7.Om、 床面積約30m2、 主軸 (N4° E)を測る南北棟の総住建物で

ある。西側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は23m、 2.2m、 2.5m、 東側桁行P9～ P12間は2.lm、 2.5m、 24mである。北

側梁行Pl～ P5～P9間は2,7m、 1.6m、 南側梁行P4～ P8～ P12間は22m、 20mである。隅丸方形と略円形の柱穴は

径40～ 80cm、 深さ33～ 50cmを測る。

SB20(第 29図 )

③区南西に位置する。南北3間の柱列を三列確認した。主軸は (N4° E)である。西側柱列Pl～ P4間の柱間寸法

は2.7m、 3,05m、 2.25mの計8.Om、 東側柱列P5～ P8間は2.9m、 2.4m、 2.5mの計78mとなる。柱穴は略円形で径

35～ 58cm、 深さ20～45cmを測る。2間×3間の総住建物か。

SB21(第 29図 )

③区南西に位置する。南北3間の柱列を一列確認した。主軸は (Nl° E)である。柱列Pl～P4間の柱間寸法は

23m、 2.6m、 24mの計7.3m。 柱穴は略円形で径30～ 45cm、 深さ28～ 44cmを測る。

(2)井戸

SE09(第 30。 36図 )

③区中央東に位置し、SX10に切られる。平面形は楕円形で長軸2,75m、 短軸2,15mで ある。

SE10(第 30・ 36図 )

③ 区中央東に位置する。平面形は略円形で長軸 1.6m、 短軸 1.42m、 底面径 1.0～ 12m、 深さ2.35m、 底面標高

1024mを測る。

SEll(第 30・ 36図 )

③区中央東に位置し、複合するS X12に切られる。平面形は不整円形で径25～262mである。内部に段を有し、底

面径1.05～ 1,35、 深さ142m、 底面標高10.98mを測る。

SE12(第 30図 )

③区中央に位置する。平面形は略円形で径1.24～ 1.35m。 底面径09m～ 105m、 深さ1.46m、 底面標高11.02mを測

る。

SE13(第 30。 37図 )

③区中央に位置する。平面形は略円形で径1.2～ 138m、 底面径08～09m、 深さ1.54m、 底面標高1091mを測る。

SE14(第 30図 )

①区中央東端に位置し、近世～近代期の遺構に切られ1/2の検出である。平面形は略円形で径は165m程か。深さ14m、

底面標高11.09mを測る。

SE15(第 30。 37図 )

③区南東に位置する。平面形は略円形で径1.24～ 15m、 底面径65cm、 深さ186m、 底面標高10,84mを測る。

SE16(第 30・ 37図 )

③区南東に位置する。平面形は隅丸方形で85× 87cm、 底面65× 70cm、 深さ1.42m、 底面標高H.28mを測る。

SE17(第 30図 )

③区南東に位置する。平面形は略円形で径124～ 15m、 底面径65cm、 深さ1.42m、 底面標高H29mを測る。
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SB18

SB19

SB20

SB18～ 21遺構図
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SE18(第 31・ 37図 )

③区中央西に位置する。平面形は略円形で径1.15～ 12m、 底面径08mである。

SE19(第 31・ 38図 )

③区中央東に位置する。平面形は略円形で径1.6～ 17m、

SE20(第 31・ 38図 )

③区中央東に位置する。平面形は略円形で径82～ 95cm、

SE21(第 31・ 39図 )

③区中央東に位置する。平面形は楕円形で1.6× 2.04m、

1.90m、 底面標高1049mを測る。

底面径12～ 1.25m、 深さ2.05m、 底面標高10.38mを測る。

底面径65cm、 深さ1.90m、 底面標高10.52mを測る。

内部に段を有し底面は略円形となり径095～ 1,Om、 深さ

―- 38 -一



SE22(第 31・ 39図 )

③区中央東に位置する。平面形は略円形で径13～ 1,4m、 底面径Ю～臨 深さ2.5m、 底面標高9921nを測る。

SE23(第 31。 39～41図 )

③区中央東に位置する。平面形は略円形で径1,05～ 1,2m、 底面径70～8hn、 深さ195m、 底面標高10.521nを測る。

③ 暫 dゑ繋

SX08(第 32・ 42図 )

①区中央東端に位置し、S D02を切る。平面形は隅丸方形で1/2程の検出か。長軸65m、 深さ40cmを測る。

SX09(第 32図 )

②区北東に位置し、複合するS X10に切られる。平面形は不整な隅丸台形状で、長軸40m、 短軸3.5m、 面積約

1lm2、 深さ25cmを測る。

SX10(第 32。 42図 )

②区北東に位置し、複合するS X09・ 13・ S E09を切る。平面形は不整な隅丸方形で、推定長軸86m、 短軸31m、

推定面積25m2、 深さ38cmを測る。

SXll(第 32図 )

②区北東に位置しS X10と複合し、深さ28cmを測るが群細は不明。

SX12(第 32図 )

②区中央東に位置し、複合するSEllを切る。平面形は隅丸方形と考えられ、長軸5m以上、短軸314m、 深さ40cm

を測る。面積は15m2以上か。

SX13(第 32図 )

②区北東に位置し、複合するS X10に 切られる。平面形は隅丸方形で、長軸37m、 推定短軸31m、 推定面積約

lom2、 深さ18cmを測る。

SX14(第 33・ 42図 )

②区北西端に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸47m、 短軸39m、 面積約16m2、 深さ33cmを沢Iる。

SX15(第 33図 )

②区北西端に位置する。平面形は精円形と考えられ深さ13cmを測るが詳細は不明。

SX16(第 33・ 43図 )

③区北東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸60m、 短軸415m、 面積約22m2の規模と考えられる。深さは37cm

である。

SX17(第 33図 )

③区北東に位置し、複合するS X18。 20を切る。平面形は隅丸方形で、長軸4.8m、 短軸23m、 面積約10m2、 深さ

40cmを測る。

SX18(第 33図 )

③区北東に位置する。詳細は不明であるが、平面形は隅丸方形で、長軸4.6m程の規模か。深さ28cmを測る。

SX19(第 33図 )

③区北東に位置する。詳細は不明であるが、平面形は隅丸方形と考えられ、短軸28m、 深さ24cmを測る。

SX20(第 33図 )

③区北東に位置する。深さ22cm、 詳細は不明。

(4)上坑

SK05(第 34'44図 )

①区北西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸21m、 短軸20m、 深さ40cmを測る。

SK06(第 34図 )

①区北西に位置し、複合するS B06の ピットに切られる。平面形は精円形で、長軸2.25m、 短軸195m、 深さ20cm

を測る。
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第33図  Nl区 SX14～ 20遺構図 (780)

SK07(第 34図 )

②区南東に位置する。平面形は略円形で、径135m、 60cmを測る。

SK08(第 34・ 44図 )

②区南東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸2.lm、 短軸1.5m、 深さ13cmを測る。

SK09(第 34図 )

②区南東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸295m、 短軸1.35m、 深さ36cmを測る。

Щ
③

-41-



SK10(第 34図 )

②区中央西端に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸2.55m、 短軸195m、 深さ20cmを狽Iる。
SKll(第 34・ 44図 )

②区南西に位置し、複合するS D08に切られる。平面形は不整な精円形で、長軸不明、短軸1,95m、 深さ15cmを測
る。土層の切り合いから土坑が2基複合したものか。

SK12(第 34図 )

③区南東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸155m、 短軸0,77m、 深さ28cmを預Iる。
SK13(第 34・ 44図 )

③区南東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸不明、短軸1.9m、 深さ13cmを測る。
SK14(第 34図 )

③区南東に位置する。平面形は精円形で、長軸1,75m、 短軸1,2m、 深さ32cmを測る。
SK15(第 34図 )

③区南東に位置する。平面形は精円形で、長軸1.22m、 短軸09m、 深さ42cmを測る。
SK16(第 34図 )

③区南東に位置する。平面形は不整な精円形で土坑2基が複合したものか。長軸29m、 短軸18m、 深さ22cmを測る。
SK17(第 34図 )

③区南東に位置する。詳細は不明だが、平面形は楕円形か。長軸24m、 深さ16cmを測る。
SK18(第 35図 )

③区南西に位置する。平面形は略円形で、径1.6m、 深さ22cmを測る。
SK19(第 35図 )

③区南西に位置する。平面形は精円形か。長軸不明、短軸15m、 深さ16cmを測る。
SK20(第 35図 )

③区南西に位置する。S K21を切る。平面形は楕円形で、長軸2,3m、 短軸145m、 深さ40cmを預1る。
SK21(第箭図)

③区南西に位置する。平面形は楕円形で、長軸29m、 短軸25m、 深さ23cmを測る。
SK22(第 35図 )

③区南西に位置する。平面形は楕円形で、長軸195m、 短軸155m、 深さ28cmを測る。
SK23(第 35図 )

③区南西に位置する。平面形は隅丸方形で、一辺125m、 深さ25cmを測る。
SK24(第 35図 )

③区南西に位置する。平面形は楕円形で、長軸152m、 短軸12m、 深さ23cmを測る。
SK25(第 35図 )

③区南西に位置する。平面形は不整な隅丸方形で、長軸24m、 短軸2.Om、 深さ20cmを測る。
SK26(第 35。 44図 )

③区南西に位置する。平面形は隅丸方形か。詳細は不明であリー辺125m、 深さ25cmを測る。

(5)溝

SD07(第 24・ 44図 )

②区中央に位置する東西溝である。複合するS K01を切ることから、S D02よ り新期の清である。幅略～10m、 深
さ40cmを測る。

SD08傷 子5。 24・ 52・ 44図)

Nl区南端に位置する。集落区と耕作区を南北に区画し、流方向は東の東西溝である。流方向は東である。集落区で

は第52図の土層断面図によると最低 3回の掘り直しが見られる。南側の深い部分をS D08aと し、幅0.6～ 09m、 深さ

40～ 50cmを測る。】帥上の 1段浅い部分をS D08bと し、深さは23cm程であるが、上面幅は不明である。
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127m―

第34図 Nl区  SK05～ 1フ 遺構図 (760)

128m二                ど

1 灰禍色粘質土

2 明褐色粘質土

SKll

SK14～ 17

1

2

3

4

5

6

7

禍色粘質土

1層土混責福色土

灰褐色粘質土

明褐色粘質土

暗灰掲色粘質土

暗褐色粘質土

茶褐色粘質上

SK10

明褐色粘質土

禍色粘質土 (地 山混 )

暗褐色粘質土 (地山混 )

G①
SK12・ 13

SK16

⑤
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3   4

1 暗掲 色 粘 質上・

灰褐色粘質土混掲色粘質土

褐色粘質土

灰掲色粘質土

青灰褐色粘質土

嗜灰褐色粘質土

SK18

1 灰褐色粘質土

2 茶褐色粘質上

3 暗灰褐色粘質土

4 地 山混明灰褐色粘質土

5 明灰褐色猫質土

6 地 山混明灰色粘質土

7 明灰色粘質土

8 明掲色粘質土

9 青灰褐色粘質土
127m―

SK19・ 25

SK20´Ψ24

第35図 Nl区 SK18～ 26遺構図

SK26

0                          2m

1 掲色粘質土

2 灰褐色粘質土

3 青灰褐色粘質土

4 明肯灰褐色粘質上

5 地 山混明掲色粘質上

6 明褐色粘質上

7 濁明黄灰色粘質土

8 暗掲色粘質土

9 8層 土混濁責灰色粘質上

10 濁黄灰色粘質上

ぉ

刊
３

１

126m―

126m―
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第36図  SE09(110)。 SE10(111～ 115)。 SEll(116～ 121)出 土遺物

o         5         10Cm

(73)
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第37図  SE13(122)。 SE15(123～ 126)・ SE16(127)。 SE18(128～ 130)出上遺物 (1/3)
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第38図 SE19(131・ 132)。 SE20(133・ 134)出土遺物 (1/3)
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望

第42図  SX08(145)。 SX10(146)。 SX14(147～ 150)出土遺物 (1/3)
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第46図 集落区―Sl区 (7200)

4 Sl区 (第 46図 )

集落区中央部S S01の南側に位置する。この地区はS D10。 11によりS B22。 23、 S E25。 S X23を方形に囲む区

画が中心となり、これを①区とした。南北滞SDllを境界にS B24～ 26の一群がの西側に存在し、これを②区とした。

(1)掘立柱建物

SB22(第 47図 )

①区方形区画内に位置する。梁行 2間60m、 桁行 3間 102m、 床面積約61m2、 主軸 (N84° のヽ を測る東西棟の総

柱建物である。北側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は265m、 295m、 43m、 南側桁行P10～ P13間 は3.4m、 3.5m、

325mを測る。西側梁行Pl～ P5～ P10間は34m、 2.65m、 東側梁行P4～ P9～ P13間は385m、 22mである。柱穴

は略円形で径35～ 70cm、 深さ24～ 75cmと ばらつく。

SB23(第 48図 )

①区方形区画内に位置する。梁行2間68m、 桁行3間 107m、 床面積約73m2、 主軸 (N87° のヽ を測る東西棟の総

柱建物と想定したが、間違いの可台留隆がある。北側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は27m、 3,4m、 4.5m、 南側桁行P8～ P

■間は43m、 3.4m、 34mを測るが、他は不明である。柱穴は略円形で径35～ 74cm、 深さ11～ 80cmと ばらつく。

SB24(第 49図 )

②区南東に位置する。梁行1間36m、 桁行2間 64m、 床面積約23m2、 主軸 (NH° E)を測る南北棟の側柱建物で

ある。西側桁行Pl～P3間の柱間寸法は31m、 33m、 東側桁行P4～ P6間は3.lm、 33mである。柱穴は略円形で径

SDl亀
⑥ 建

SB24        エ

十
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⑤
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SB25(第 49・ 53図 )

②区西側に位置しS B26と複合する。南北3間の柱列を一列確認した。主軸は (N10° E)である。西側柱列Pl～

P4間の柱間寸法は40m、 3.4m、 365mの計H.Om。 柱六は略円形で径40～ 55cln、 深さ40～ 62cmを測る。

SB26(第 49図 )

②区西側に位置する。南北8間の柱列を一列確認した。主軸は (N6° E)である。柱列Pl～ P4間の柱間寸法は

3.5m、 3.8m、 3.4mの計107m。 柱穴は略円形で径40～ 75cm、 深さ32～ 54cmを測る。

(2)柵列・橋・道

SA02(第 48図 )

①区方形区画内南端に位置し、区画溝S D 10cの 切れる部分を補完するようにPl～ P6が逆L字状に東西に並ぶ柵列

である。Pl～ P2間は3.Om、 P2～ P6間は4.15m、 405m、 3.9mの計12.lmを測る。南】レJの方位は (N87° りヽ で

ある。柱穴図略円形で径25～ 44cm、 深さ20～ 60cmである。

SA03(第 49図 )

②区S B24の東に80cm離れて位置し、Pl～P4が南北に並ぶ細列である。Pl～ P4間は19m、 1.65m・ 1,75mの計

52mを測る。方位は (Nll° E)である。柱大山略円形で径30～ 65cm、 深さ38～ 58cmである。

SC01(第 47図 )

①区方形区画東西溝S D10aの 中央部に架かる橋としたものである。Pl～P4が SD10aを挟み台形状に配置される。

Pl～P2間 2.6m、 P3～ P4間 20m、 Pl～ P3問 15m、 P2～ P4間 14mを測る。柱穴は略円形で径25～ 60cm、 深さ

34～40cmを測る。

SS01・ 02(第 46図 )

東西溝S D08と並行する道 S S01は幅1.0～2.5mを測る東西道である。集落区と耕作区の境界付近では狭くなってい

る。またS D09と S D15間は南北道S S02の可能性が高い (第 10図)。

(3)井戸

SE25(第 50・ 53図 )

①区方形区画内南西に位置する。平面形は隅丸方形で長軸2.75m、 短軸2.15m、 底面は1,7m× 17mである。内部に

段を有し、深さ2.12m、 底面標高1040mを測る。

SE26(第 50・ 53図 )

②区S B24の東に位置し、複合するSDllに切られる。平面形は略円形で径12～ 1.25m、 底面径1.2m、 深さ204m、

底面標高10.67mを測る。

(4)堅穴状遺構

SX21(第 51・ 53図 )

①区北東に位置し、複合するS X22を切る。平面形は精円形で長軸49m、 短軸25m、 面積約10m2、 深さ32cmを測

る。

SX22(第 51図 )

①区北東に位置する。平面形は隅丸方形と考えられ、一辺2.8m、 深さ25cmを測が他は不明。

SX23(第 51・ 53図 )

①区方形区画内南東隅に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸3.8m以上、短軸284m、 深さ38cmを測る。面積は

10m2程か。

SX24(第 51・ 53図 )

①区南端中央に位置しS D10cに切られる。平面形は隅丸方形で長軸3.25m、 短軸216m、 面積約6m2、 深さ24cm

を測る。

SX25(第 51・ 54図 )

②区南東に位置する。平面形は隅丸方形で、推定長軸5.5m、 短軸2.47m、 深さ28cmを測る。面積は12m2程か。

-56-



SX26(第 51・ 54図 )

②区南端に位置しS2区に跨る。平面形は精円形で、長軸5.4m、 短軸2.8m、 面積約14m2、 深さ22cmを測る。
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第47図 Sl区 SB22・ SG01遺構図 (780)
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SB24

第49図 Sl区 SB24～26。 SA03遺構図 (780)
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SE25

0                           2m

]掲 色粘質土

2 明褐色粘質土

3 責灰色砂 質土

4 2層 上 と3層上の混合上

5 灰茶掲色粘質土

6 礫 多混 4層上

7 茶掲色粘質土

8 嗜青灰茶掲色粘質土

9 暗茶褐色粘質土

第50図 Sl区 SE25。 26遺構図 (760)

(5)土坑

SK27(第 52・ 54図 )

②区北端に位置し、複合するS D08を切る。平面形は精円形で、長軸285m、 短軸2.13m、 深さ40cmを測る。

SK23(第 52・ 54図 )

①区北端に位置し、土坑が2基複合したものか。1辺295m、 深さ15cmを測るが他は不明である。

SK29(第 52・ 54図 )

②区東南に位置し、複合するSDllに切られる。平面形は楕円形で、長軸26m、 深さ15cmを測る。

SK30(第 52図 )

②区中央に位置し、複合するS D14に切られる。平面形は精円形で、長軸1.45m、 短軸1.2m、 深さ10cmを測る。

SK31(第 52図 )

②区中央西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸17m、 短軸1.lm、 深さ12cmを測る。

(6)溝

SD09(第 46・ 52図 )

Sl区東端に位置する南北溝であるが、S2区以南は不明。幅30～ 40cm、 深さ24～ 33cmを測る。

SD10(第 46・ 52・ 54図 )

①区に位置し、SDHと南北177m、 東西160mの方形区画を構成する。S D10はコ字状に巡り、北面をS D10a、

東面をS D10b、 南面をSD10cと した。SD10aは幅1lm、 深さ53～ 61cmを測る。SD10bは幅08～ 1lm、 深

さは、ゴ隙1が 51～70cmと深いが、南側は18～ 20cmである。S D10cは、幅10m、 深さは10～ 12cmと浅い。

SDll(第 46・ 52・ 55図 )

①区方形区画西端の南北溝である。北側の幅1.55～ 165m、 南側では段状の不整な掘り込みがみられる。深さ55～

75cmを測り、溝底は】帥!へ傾斜し南北で25cmの標高差をもつ。

SD12(第 46・ 52図 )

②区北に位置する東西清であり、途中で2条に分かれる。幅30～ 50cm、 深さ10～ 12cmを測る。
SD13(第 46・ 52・ 55図 )

②区北に位置しS D12と並行する。幅65～ 80cm、 深さ12～ 60cmを測る。SDllに流れ込む溝か。
SD14(第 46図 )

②区中央に位置する南北溝である。幅30～ 35cm、 深さ5～ 15cmを測る。
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1 青灰色粘質土 (田耕作土類似 )

2 礫 多混青灰色砂質上 (撹乱 か )

3 地 山混褐色粘質上

4 褐色粘質土

5 明福色粘質土

6 4層 と同 じ

7 明褐色砂質土

SX21・ 22

灰色粘質上 (携乱)

禍色粘質土

責灰色砂質上少混禍色粘質土

褐色砂質土 (礫 多混)

地山少混青灰色粘質土

黒禍色粘質土

嗜褐色柏質上 (礫混)

漆黒禍色粘質土

掲色粘質上

明禍色粕質土

灰褐色粘質土

暗灰禍色粘質土

SX24

第51図 Sl区 SX21～ 26遺構図 (760)
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130m―

褐色粘質土

灰茶禍色粘質土

地 山少混禍色粘質土

地 山多混掲色粘質土

SX25
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③
◎
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①

ど

掲色粘質土
明褐色粘質上
灰禍色粘質土
嗜灰禍色粘質土

SK27

12 8m f

1 明褐色砂質上

SK29

SK28

1

2

3

4

i30m― 129m―

1 灰福色粘質土

2 灰褐色粘質土混褐色粘質土
3 黒掲色土混褐色粘質土

4 黒褐色土混暗褐色粘質上

5 3層 土 と同 じ

6 暗褐色粘質土

7 青灰福色粘質土

130m―

SDll

130m―

8 地 山多混 7層 土

9 嗜灰禍色粘質土

10 褐色砂質土

11 灰褐色粘質上

12 明福色粕質土

13 禍色粘質土

14 灰褐色粘質上

15 明褐色粘質土

16 嗜褐色粘質上

17 掲色粘質上

18 地 山混淡褐色粘質土

19 明黄褐色粘質土

20 地 山混暗責掲色粘質土

21 黄掲色粘質土

22 暗責福色粘質土

SD08 o(SK28)・ SD10a

l 礫少量混福色粘質土
2 茶褐色粘質土
3 小地山ブロック多混2層土
4 暗褐色粘質土
5 褐色粘質止
6 暗灰褐色粘質土
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SK31

SK30

1 礫 多量混福色粘質土

2 礫少混禍色粘質土 (地山ブロック少量混 )

3 茶褐色粘質土 (地山ブロック少量混 )

4 褐色粘質土 (地山プロック少量混 )

5 暗茶褐色粘質土

第52図  Sl区  SK27～ 31 遺構図・ SD08～ 13断面図
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第53図  SB25-Pl(186・ 187)。 SE25(188～ 193)・ SE26(194・ 195)。 SX21(196～ 198)・ SX23(199)。 SX24(200～ 202)出上遺物 (1/3)
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5

第54図  SX25(203～ 205)。 SX26(206。 207)。 SK27(208～ 210)。 SK28(211)。 SK29(212)。 SD10a(213～217)出上遺物 (1/3)
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第55図 SDll(218～ 228)。 SD13(229)出土遺物 (73)
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第56図  SE24(230～ 233)・ SK56(234・ 235)。 SD27(236～ 242)出 上遺物 (1/3)
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第57図 eSD28(251・ 252)出 土遺物 (73)° (249。 250-1/2)

5 S2区 (第配図)

集落区中央部Sl区の南側に位置する。掘立柱建物群が3群存在し、これを基本に北東から①料④区の小区を設定し

た。① 区は S B27～ 36群、 S X30～ 32群、 S E27～ 31で構成される。② 区は S B37～ 44群、 S X27～ 29群、 S E32

～37な どで構成される。③区はS B45～ 47群とS X33～ 42群、S E38～ 40な どで構成される。④区は、S X43～ 46

により構成される。Nl区の小区では、南西側に掘立柱建物、北東側に堅穴状遺構と井戸力詔己置されるが、S2区では

東西方向に配置されている。

(1)掘立柱建物

SB27(第 59図 )

①区東に位置する。梁行2間 3.9m、 桁行 3間 51m、 床面積約20m2、 主軸 (N4° E)を測る南北棟の側柱建物であ

る。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は2.Om、 3.35m(‐柱穴不明)、 東側桁行P5～ P9間は1.5m、 1.6m、 1.6mを測

る。】帥J梁行Pl～ P4～ P6間は2.25m、 2.65m、 南側梁行P3～ P5～ P9間は19m、 19mである。柱穴は略円形で

径20～ 55cm、 深さ15～56cmを測る。

岡
252

SD27(243～ 250)
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SB28(第 59。 72図 )

①区東に位置する。梁行1間 3.5m、 桁行2間 3.5m、 床面積約14m2、 主軸 (Nl° E)を測る南北棟の狽い位建物であ
る。西側桁行Pl～P3間の柱間寸法は、23m、 15m、 東側桁行P4～P6間は23m、 1.4mを測る。柱穴は略円形で径
30～ 50cm、 深さ28～ 50cmを測る。

SB29(第 59図 )

①区中央に位置する。梁行 1間 3,4m、 桁行2間 4.8m、 床面積約16m2、 主軸 (N7° E)を測る南北棟の狽し佳建物で
ある。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は、25m、 2.4m、 東側桁行P4～ P6間は2.8m、 20mである。柱穴は略円形で

径25～ 45cm、 深さ25～ 50cmを測る。

SB30(第 59図 )

①区東に位置する。梁行2間48m、 桁行 3間 69m、 床面積約33m2、 主軸 (N6° E)を測る南北棟の側柱建物であ
る。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は23m、 26m、 2.3m、 東側桁行P7～ P10間は22m、 23m、 2.4mを測る。】陳↓

梁行Pl～ P5～ P7間は28m、 18m、 南側梁行P4～ P6～ P10間は28m、 1.8mである。柱穴は略円形で径32～

84cm、 深さ30～ 74cmを測る。

SB31(第 60図 )

①区中央に位置する。梁行1間 18m、 桁行 3間60m、 床面積約Hm2、 主軸 (N7° E)を測る南北棟の側柱建物で

ある。西狼↓桁行Pl～ P4間の柱間寸法は20m、 18m、 22m、 東側桁行P5～P8間は22m、 1.55m、 2.25mである。
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柱穴国略円形で径25～7魏 深さ25～65mを測る。

SB32(第 60図 )

①区西に位置し、S B32～ 36が複合する。梁行1間 4.2m、 桁行2間75m、 床面積約31m2、 主軸 (N7° E)を測る

南北棟の側柱建物である。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は、40m、 3.5m、 東側桁行P4～ P6間は42m、 3.3mを測

る。柱穴は略円形で径50～ 90cm、 深さ45～85mを測る。

SB33(第 60図 )

①区西に位置する。梁行1間 4.7m、 桁行3間62m、 床面積約29m2、 主軸 (Nll° E)を測る南北棟の側柱建物であ

る。西側桁行Pl～ P4間の柱間寸法は、18m、 2.Om、 24m、 東側桁行P5～ P8間は2.6m、 1.5m、 2.Omを測る。柱

穴は略円形で径30～ 70cm、 深さ38～ 74cmを測る。

SB34(第 60。 72図 )

①区西に位置する。梁行1間3.4m、 桁行3間 5.5m、 床面積約19m2、 主軸 (N8° E)を測る南北棟の側柱建物である。

西側桁行Pl～P4間の柱間寸法は、20m、 16m、 1.9m、 東側桁行P5～ P8間は1.8m、 13m、 24mを測る。柱穴は

略円形で径25～ 50cm、 深さ30～ 56cmを測る。

SB35(第 61図 )

①区西に位置する。梁行 1間 3.4m、 桁行 2間 5,lm、 床面積約17m2、 主軸 (N13° E)を測る南北棟の側柱建

物である。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は、23m、 28m、 東側桁行P4～ P5間は2.5mを測る (一柱穴不明)。

柱穴は略円形で径35～ 42cm、 深さ39～ 50cmを 測る。

SB36(第 61図 )

①区西に位置する。梁行 1間 4.3m、 桁行 2間 5.7m、 床面積約24m2、 主軸 (N8° E)を測る南北棟の側柱建

物である。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は2.8m、 2.9m、 東側桁行P4～ P6間は26m、 3.lmで ある。柱六は

略円形で径30～ 50cm、 深さ45～ 72cmを測る。

SB37(第 61図 )

②区北西に位置する。梁行 2間4.9m、 桁行 2間 6.2m、 床面積約30m2、 主軸 (N10° E)を測る南北棟の総柱

建物である。西側桁行Pl～ P3間の柱問寸法は3.lm、 32mを測り、北側梁行Pl～ P4～ P7間は2.5m、 2.5m、

南側梁行P3～ P6～ P8間は24m、 245mで ある。柱穴は略円形で径20～ 50cm、 深さ16～ 62cmを測る。

SB38(第 61図 )

②区北西に位置する。南北2間の柱列を一列確認した。主軸は (N6° E)である。柱列Pl～ P3間の柱間寸法は、24

m、 2.411の計4.8m。 柱穴は略円形で径35～7咆 深さ47～鶴mを測る。

SB39(第 62・ 72図 )

②区中央に位置する。梁行 1間 3.8m、 桁行 2間54m、 床面積約21m2、 主軸 (N8° E)を測る南北棟の側柱

建物である。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は3.Om、 2.5m、 東側桁行P4～ P6間は29m、 2.3mを 測る。柱穴

は略円形で径30～ 90cm、 深さ35～ 64cmを測る。

SB40(第 62・ 図)

②区中央に位置する。梁行 1間 3.Om、 桁行 2間 5,4m、 床面積約16m2、 主軸 (N10° E)を測る南北棟の側柱

建物である。西側桁行Pl～ P3間の柱間寸法は、2,75m、 265mを 測る。柱穴は略円形で径27～ 34cm、 深さ26

～47cmを測る。

SB41(第 62・ 72図 )

②区南に位置する。南北 2間の柱列を一列確認した。主軸は 側 5° E)である。柱列Pl～ P3間の柱間寸法

は40m、 5.Omの計9,Om。 柱穴は略円形で大きく径1.1～ 1.6m、 深さ82～ 90cmを測る。

SB42(第 63図 )

②区南に位置する。1間 ×1間の柱穴を確認した。梁間1間4.6mの東西棟か。主軸は (N82° W)である。Pl

～P2間の柱間寸法は41m、 P3～ P4間は40mである。柱穴は略円形で径30～ 80cm、 深さ40～ 57cmを 測る。

SB43(第 63図 )

②区南に位置する。1間 ×1間の柱穴を確認した。梁間1間43mの東西棟か。主軸は (N81° W)である。Pl

～P2間の柱間寸法は2.9m、 P3～ P4間は3.2mで ある。柱穴は略円形で径35～ 50cm、 深さ50～ 72cmを 測る。
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SB44(第 63図 )

②区南に位置する。南北 2間の柱列と1個 の柱穴を確認した。柱列の軸は (N5° E)である。柱列 P2～ P4
間の柱聞寸法は3.Om、 3.Omの 計6.Om、 Pl～ P2間は4.6mを 測る。柱穴は略円形で P3以外は大きい。径35～

90cm、 深さ33～ 59cmを測る。 P3～ P4間の建物内側には、25m× 2.5mの 範囲で硬く踏み締められた土間状の

遺構が存在した。

SB45(第 64図 )

③区やや東に位置し、S B46・ 47と複合する。梁行 2間 5.4m、 桁行 3間 8,9m、 床面積約48m2、 主軸 (N86°

W)を測る東西棟の総柱建物である。北側桁行 Pl～ P4間の柱間寸法は2.95m、 2.85m、 3.Om、 南側桁行 P9
～ P12間 は3.Om、 3.Om、 30mを測 り、西側梁行 Pl～ P5～ P9間は2.8m、 2,4m、 南側梁行 P4～ P8～ P12間
は2.6m、 2.8mである。柱穴は略円形で径25～ 50cm、 深さ36～ 64cmを測る。

SB46(第 64図 )

③区中央に位置する。梁行 2間 5,7m、 桁行 3間7.4m、 床面積約42m2、 主軸 (N90° W)を測る東西棟の総柱

建物である。北側桁行 Pl～ P4間の柱間寸法は2.5m、 2.7m、 2.2m、 東偵J桁行 P9～ P12間は2.6m、 2.4m、 2.4

mを測り、北側梁行 Pl～ P5～ P9間は2.95m、 2.85m、 南側梁行 P4～ P8～ P12間は2.3m、 28mで ある。柱

穴は略円形で径25～ 50cm、 深さ16～67cmを測る。

SB47(第 65・ 72図 )

③区中央に位置する。梁行 2間 4.lm、 桁行 3間 5.Om、 床面積約21m2、 主軸 (Nl° E)を測る南北棟の側柱

建物である。西側桁行 Pl～ P4間の柱間寸法は1.55m、 1,75m、 1.9m、 東側桁行 P8～ P ll間 は1.7m、 1.6m、

17mを測 り、北側梁行 Pl～ P5～ P8間は2.25m、 1.85m、 南側梁行 P4～ P7～ P ll間 は2.3m、 1.8mである。

柱穴は略円形で径30～ 35cm、 深さ28～65cmを測る。

(2)井戸

SE27(第 66・ 72・ 73区り

①区東に位置する。平面形は略円形で径1.2m、 底面径0.9～ 0.95m、 深さ2.3m、 底面標高10.55mを 測る。
SE23(第 66・ 74・ 75図 )

①区中央に位置する。平面形は精円形で17m× 1.32m、 底面は105× 1.28m、 深さ1.36m、 底面標高11.49m

を測る。

SE29(第 66・ 75図 )

①区南中央に位置する。平面形は略円形で径1.15m、 底面径0,9m、 深さ138m、 底面標高1144mを測る。
SE30(第 67・ 75図 )

①区北東に位置する。平面形は略円形で径1.43～ 155m、 底面径0,8m、 深さ173m、 底面標高H.08mを測る。
SE31(第 67・ 75図 )

①区南西に位置する。平面形は略円形で径0.8m、 底面径0.65m、 深さ184m、 底面標高10。95mを測る。
SE32(第 66・ 76図 )

②区北東に位置する。平面形は楕円形で2.4m× 2.lm、 底面は1.95× 1.7m、 深さ1.35m、 底面標高H.41mを測る。
SE33(第 66・ 76・ 77図 )

②区北東に位置する。平面形は略円形で径2.Om程 か。内部に段を有し、底面は0,7× 096m、 深さ2.lm、 底
面標高10,97mを 測る。

SE34(第 66・ 77図 )

②区北東に位置する。平面形は略円形で推定径22m、 底面1,3m× 推定2.Omか 。深さ15m、 底面標高11.30

mを測る。

SE35(第 66。 78図 )

②区北東に位置する。平面形は略円形で推定径1.6m、 底面径115～ 1 35crn、 深さ2.Om、 底面標高10.82mを測る。
SE36(第 67・ 79図 )

②区中央に位置し、複合するS X28に切られる。平面形は略円形で径14m、 底面径115～ 135m、 深さ18m、

底面標高H.03mを測る。
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SE37(第 67図 )

②区中央南に位置 し、複合する S K42を 切る。平面形は略円形で径 12～ 136m、 底面径08m、 深さ15m、 底

面標高H21mを測る。

SE38(第 67図 )

③区北東に位置する。平面形は略円形で径09～ 10m、 底面径10m、 深さ1.28m、 底面標高1141mを測る。

SE39(第 67・ 79図 )

③区中央北に位置する。平面形は略円形で088～ 093m、 底面径1.Om、 深さ136m、 底面標高11.32mを測る。

SE40(第 67。 79。 80図 )

③区中央北に位置する。平面形は精円形で13× 10m、 底面径0.8～0 84cm、 深さ168m、 底面標高11.01mを 測る。

(3)竪穴状遺構

SX27(第 68・ 80図 )

②区南東に位置し、S X28と 複合する。平面形は隅丸方形で、長軸不明、短軸225m、 深さ19cmを測る。

SX23(第 68・ 81図 )

②区南東に位置し、S X27・ 29を切る。平面形は隅丸方形で、推定長軸53m、 短軸3.05m、 推定面積約15m2、

深さ30cmを測る。西辺には石積みがみられ、S X29の 埋め戻し時に平面形を調整したものと考えられる。S

X29(第 68・ 81図 )

②区南東に位置する。平面形は隅丸方形か、深さ30cmを測る。

SX30(第 69図 )

①区南端中央に位置し、S X31・ 32と複合する。平面形は不整な隅丸方形で、長軸4.Om、 短軸31m、 深さ

28cmを測る。推定面積 9m2。

SX31(第 69図 )

①区南端中央に位置する。平面形は精円形と考えられ、長軸不明、短軸135m、 深さ37cmを測る。

SX32(第 69図 )

①区南端中央に位置する。平面形は精円形と考えられ、長軸不明、短軸16m、 深さ40cmを測る。

SX33(第 69・ 81図 )

③区北端中央に位置し、複合するS X34。 S E39・ S K47を切る。平面形は隅丸方形で、長軸不明、短軸

24m、 深さ42cmを測る。
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第68図 S2区 SX27～ 29遺構図 (780)

SX34(第 69・ 81図 )

③区中央北に位置し、複合するS X35を 切る。平面形は精円形と考えられ、長軸39m、 深さ24cmを測る。
SX35(第 69図 )

③区北西に位置する。平面形は隅丸方形と考えられ、長軸39m、 短軸不明、深さ40cmを測る。
SX36(第 69・ 82図 )

③区北西に位置し、複合するS X35を 切る。平面形は隅丸方形で、推定長軸60m、 短軸27m、 面積約14m2
か。深さ36cmを 測る。北側で貼床を検出したが、東辺の石積みとともに、SX35を埋め戻す時点で設置され
たものと考えられる。

SX37(第 69図 )

③区北西に位置し、詳細は不明であるが深さ23cmを測る。

SX38(第 69図 )

③区北西に位置する。詳細は不明であるが平面形は隅丸方形で、S X36と 同程度の規模か。深さ36、 を測る。
SX39(第 69図 )

③区南西に位置する。詳細は不明であるが平面形は精円形と考えられ、短軸2.3mか 。深さ25cmを測る。
SX40(第 69図 )

③区南西に位置する。詳細は不明であるが平面形は隅丸方形と考えられ、長軸41mか。深さ26cmを測る。
SX41(第 69図 )

③区南西に位置する。詳細は不明であるが平面形は隅丸方形と考えられ、深さ18cmを 測る。
SX42(第 69図 )

③区南西に位置する。詳細は不明であるが平面形は隅丸方形と考えられ、深さ18cmを 測る。
SX43(第 69図 )

④区に位置する。平面形は隅丸方形で、推定長軸52m、 推定短軸3.5m、 面積約16m2か 。深さ30cmを測る。
SX44(第 69・ 82図 )

④区に位置 し、複合する S X45を 切る。平面形は隅丸方形で、推定長軸60m前後、推定短軸40m、 面積約
24m2程 か。深さ30cmを測る。西辺の石積みは、土留の用途 として S X45を 埋め戻す時点で設置されたものと

考えられる。

SX45(第 69図 )

④区に位置し、詳細は不明であるが深さ30cmを測る。
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10

1 地 山混明灰褐色粘質土

2 灰禍色粘質土

3 褐色粘質上

4 地 山混灰褐色粘質土

5 明褐色粘質上

6 暗灰褐色粘質土

7 地 山混福色粘質土

8 禍色粘質土

9 暗黄灰褐色粘質上

10 青灰色粘質土混禍色粘賃上

11 青灰色粘質土

12 灰禍色粘質土

13 茶褐色粘質上

14 嗜灰褐色粘質土

15 掲色粘質土

16 明灰禍色粘質土

17 褐色粘質上

18 地 山混明褐色粘質土

19 地 山混福色粘質土

20 地 山混暗茶禍色粘質上

21 嗜灰禍色粘質上

22 責灰褐色粘質土

o                    2m

第69図 S2区 SX30～ 46遺構図 (780)

餞 )。
③

③

③

SX40

◎

0         SX39
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SX46(第 69・ 83図 )

③区に位置し、詳細は不明である。深さ30cmを測る。石積みを有するが、どのSXに対応するかは不明である。

(4)土坑

SK32(第 70。 83図 )

①区東に位置する。平面形は精円形で、長軸不明、短軸0,65m、 深さ1lcmを測る。

SK33(第 70図 )

①区南東に位置する。平面形は不整で土坑2基が複合したものか。長軸2.95m、 短軸2.45m、 深さ26cmを 測る。

SK34(第 70図 )

①区南東に位置し、複合するS K33・ 35を切る。平面形は隅丸方形で、長軸2.lm、 短軸不明、深さ22cmを測る。

SK35(第 70図 )

①区南東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸265m、 短軸24m、 深さ13cmを測る。

SK36(第 70。 83図 )

①区中央南に位置する。平面形は不整形で、長軸2.25m、 短軸18m、 深さ18cmを測る。

SK37(第 70。 84図 )

①区北西に位置し、平面形は精円形か。長軸23m、 短軸不明、深さ18cmを測る。

SK38(第 70・ 84図 )

①区南西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸1.5m、 短軸1.4m、 深さ8 cmを測る。

SK39(第 70図 )

①区南西に位置する。平面形は不整な隅丸方形で、長軸2.55m、 推定短軸2,3m、 深さ27cmを測る。

SK40(第 70。 84図 )

②区北西に位置する。平面形は精円形で、長軸不明、短軸0,7m、 深さ17cmを測る。

SK41(第 70図 )

②区中央西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸1.7m、 短軸167m、 深さ10cmを測る。

SK42(第 71・ 84図 )

②区中央に位置し、平面形は精円形か。複合するS X28。 S K43'S B41柱穴を切る。長軸28m、 短軸不明、

深さ15cmを測る。

SK43(第 71図 )

②区南東に位置し、複合するS B39柱穴を切る。平面形は隅丸方形で、長軸2.2m、 短軸1.68m、 深さ12cmを測る。

SK44(第 71図 )

③区北東に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸1.75m、 短軸1,7m、 深さ7 cmを測る。

SK45(第 71図 )

③区北東に位置する。平面形は略円形で、径20～ 2.05m、 深さ40cmを測る。

SK46(第 71図 )

③区中央北に位置する。平面形は不整な隅丸方形で、長軸1.94m、 短軸1.85m、 深さ33cmを測る。

SK47(第 71・ 85図 )

③区中央に位置する。平面形は不整な隅丸方形で、長軸2.37m、 短軸14m、 深さ10cmを測る。

SK48(第 71図 )

③区中央に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸28m、 短軸2.2m、 深さ42cmを測る。

SK49(第 71図 )

③区西端に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸2.Om、 短軸1.13m、 深さ35cmを測る。複合するS X43に

附属するものか。

(5)溝

SD15(第 58・ 85図 )

①区東端に位置する南北溝であるが近世以降の用水溝S D27に切られ詳細は不明。
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α②③

SK42

1 灰掲色粘質土

2 地 山多混 1層 土

3 地 山多混褐色粘質土

4 褐色粘質土

5 地 山混褐色粘質上 (ブロック状 )

6 暗責灰色粘質土

SK45

129m―

四〆

1 福色粘質上混灰掲色粘質土
2 灰色柏質土混灰福色粘質土
3 地山混掲色粘質土

SK43

SK46

125m―

SK44

SK4フ

o                            2m

ａ

一

128m―

129m―

SK42～ 49遺構図 (760)
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第73図 SE27出土遺物 (73)
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10cm

第74図 SE28出 土遺物 (1/3)
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第75図  SE28(279)。 SE29(280～282)・ SE30(283・ 284),SE31(285～287) 出土遺物 (1/3)
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第77図  SE33(302～304)。 SE34(305～ 312)出 土遺物 (1/3)
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第78図 SE35(313～ 318)。 SE36(319)出 土遺物 (1/3)
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第79図 SE39(320)・ SE40(321～ 323)出 土遺物 (1/3)
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第80図  SE40(324～ 326),SX27(327～ 328)出 上遺物 (1/3)
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・SX 29(335～ 337)。 SX33(338～ 342)。 SX34(343)出 土遺物 (1/3)
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第81図  SX 28(329～ 334)



345

一６

第82図  SX36(344～ 349)。 SX43(350・ 351)。 SX44(352～358)出 土遺物 (1/3)
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0         5         10Cm

361

SX46(359)。 SK32(360)。 SK36(361)出 上遺物 (1/3)
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第84図  SX37(362・ 363)。 SK38(364)・ SK40(365) ・SK42(366～ 370)出 土遺物 (1/3)
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第86図 集落区―S3区 (7200)

6 S3区 (第 86図 )

集落区南端に位置する。掘立柱建物群 S B48～ 51群、 S X47～ 51群、 S E41～ 48、 S D16～ 19な どで構成さ
れる。南側に掘立柱建物、北西側に竪穴状遺構と井戸が配置されている。小区は設定していない。

(1)掘立柱建物

SB48(第 87図 )

中央に位置し、東西 2間 と3間の柱列を二列確認した。東西棟と考えられるが北西隅の柱穴は無く、この柱
列間は北側への張出部分かまたは S E46を 意識したものであろうか。主軸は (N87° W)である。北側の 2間
柱列 Pl～ P3間 の柱間寸法は34m、 3.6mの計70m、 南側の 3間柱列 P5～ P8間は3.9m、 3.4m、 39mの計
H.2mと なる。南北の Pl～ P5間 39m、 P3～ P7間 は40mで ある。柱穴は略円形で径38～ 70cm、 深さ44～
80cmを測る。

SB49(第 87・ 92図 )

南端に位置する。東西 4間の柱列を一列確認した。主軸は (N9o° W)である。柱列 Pl～ P5間の柱間寸法
は2.9m、 35m、 28m、 34mの計126m。 柱穴は略円形で径35～ 55cm、 深さ58～ 80cmを測る。
SB50(第 88。 92図 )

南端に位置する。東西 3間の柱列を一列確認した。主軸は (N89° W)である。柱列 Pl～ P4間の柱間寸法
は2.8m、 28m、 2.9mの計85m。 柱穴は略円形で径35～ 50cm、 深さ46～ 52cmを測る。
SB51(第 88。 92図 )

南端に位置する。東西 3間の柱列を一列確認した。主軸は (N85° W)である。柱列 Pl～ P4間の柱間寸法
は28m、 28m、 21mの計77m。 柱穴は略円形で径50～ 80cm、 深さ64～ 74cmを測る。

(2)井戸

SE41(第 89。 92図 )

北端中央に位置する。平面形は略円形で径1.45～ 16m、 底面径09m、 深さ1,93m、 底面標高1075mを測る。
SE42(第 89図 )

北端中央に位置する。平面形は略円形で径07m～ 0.84m、 底面径0,64m、 深さ1.52m、 底面標高H07mを測る。
SE43(第 89・ 93図 )

北端中央に位置する。検出後壁面の崩壊により詳細は不明。実測図は崩壊後のものである。深さ21m、 底
面標高lo.56mを 測る。

。
④

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
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SE44(第 89。 93図 )

北端中央に位置する。平面形は略円形で、内部に段を有する。径2.6～ 2.8m、 底面径1.1～ 1.15m、 深さ1.98m、

底面標高10.68mを 測る。

SE45(第 89図 )

中央に位置する。平面形は略円形で径1.1～ 12m、 底面径0.9m、 深さ1.37m、 底面標高1123mを測る。

SE46(第 89・ 93・ 94図 )

中央に位置する。平面形は略円形で径1.7～ 1,75m、 底面径1.5m、 深さ190m、 底面標高10,91mを 測る。

SE47(第 89・ 94図 )

南西に位置する。平面形は略円形で径1.85～ 1,9m。 内部に段を有し、底面径0,8～ 10m、 深さ2.3m、 底面標

高10.30mを 測る。

SE48(第 89。 95図 )

北西に位置する。平面形は略円形で径1.36～ 17m、 底面径0,75～ 0.8m、 深さ2.72m、 底面標高10.Hmを測る。

(3)竪穴状遺構

SX47(第 90,95図 )

北西に位置する。 S X48～ 51と複合し、この S X47が 最も新しい時期であるが詳細は不明。推定短軸3.lm、

深さ30cmを測る。 S X49と 同規模か。

SX48(第 90。 96図 )

北西に位置し、 S X49を切るが詳細は不明。深さ28cmを測る。 S X49と 同規模か。

SX49(第 90・ 96図 )

北西に位置する。一段低くなる部分をS X49と判断した。平面形は精円形で、長軸3.8m、 短軸2.7m、 面積

約 10m2、 深さ34cmを測る。

SX50(第 90図 )

北西に位置するが詳細は不明。深さ30cmを測る。 S X49と同規模か。

SX51(第 90図 )

北西に位置するが詳細は不明。深さ26cmを測る。 S X49と同規模か。

(4)上坑

SK50(第 91・ 96図 )

中央に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸1.25m、 短軸106m、 深さ35cmを測る。

SK51(第 91,96図 )

南端中央に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸不明、短軸186m、 深さ17cFnを 測る。

(5)溝

SD16(第 86図 )

掘立柱建物群の北面と東面を鍵状に囲む溝である。この北面部分をSD16a、 東面部分をS D16bと した。

北面部は長さ12.5m、 幅07～ 1.Om、 深さ20～ 45cmを測る。東面部は幅0.6～0.65m、 深さは屈折部が40cm、 浅

い部分は20cmである。

SD17(第 86・ 96図 )

S D16bの西側に位置する南北溝である。幅1.6～ 1,9m、 深さ67～ 70cmを測る。

SD18(第 86・ 96図 )

南西に位置する南北溝である。幅20cm、 深さ 5～ 8 cmを測る。

SD19(第 86。 96図 )

西端に位置する南北溝である。幅不明、深さ20～34cmを測る。
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第87図 S3区 SB48・ 49遺構図 (4/80)
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S3区 SB50,51遺構図.(1/80J

-103-



尚 ④彎

③

130m‐―

130m―

SE46

0                            2m

SE41-44

第89図  S3優E SE41～48

-- 104 -―

|

遺構図 (760)



馬

∞
３

１１

嗜灰褐色粘質土

褐色粘質土 (礫多混 )

明褐色粘質土

明灰褐色粘質上

青灰褐色粘質土 (地山ブロック混 )
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第90図  S3区 SX4フ～51遺構図 (780)
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明褐色粘質土

黄灰色砂質土 (地山土 )

灰褐色砂質土

掲色粘質土

黒色土少混禍色粘質土
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7 耕作区 (第 5図 )

東調査区にあたる。東西溝 S D08と東西道 S S01により南北に分かれる。北部西には掘立柱建物群 S B52・ 53、

S E49が位置する。南部西には S X52～ 56群、この東には耕作溝群が位置する。また全体が南北溝 S D20・ 21

・23～26により区画されている。

(1)掘 立柱建物

SB52(第 97図 )

北部西に位置し、 S B53と複合する。梁行 2間 4.8m、 桁行 2間 6.8m、 床面積約33m2、 主軸 (Nl° E)を測

る南北棟の側柱建物である。西側桁行 Pl～ P3間の柱間寸法は34m、 3.4m、 東側桁行 P6～ P8間 3.Om、 4.lm

である。北側梁行 Pl～ P4～ P6間は1.6m、 3.Om、 南側梁行 P3～ P5～ P8間は1.8m、 3.Omで ある。柱穴は略

円形と隅丸方形が見られる。一辺及び径は38～ 72cm、 深さは、P5が 14cmと 浅いが他は46～ 75cmを測る。

SB49(第 97図 )

北部西に位置する。梁行 1間 35m、 桁行 2間 5.6m、 床面積約20m2、 主軸 (Nl° E)を測る南北棟の側柱建

物である。西側桁行 Pl～ P3間の柱間寸法は3,7m、 18m、 東側桁行 P4～ P6間は3.8m、 2.Omを測る。柱六は

略円形で径30～ 54cm、 深さ44～60cmを測る。

(2)引冊フJ

SA04(第 97図 )

S B52・ 53の西面と南面を囲む。南北列は大小の柱穴がいくつか並ぶが、距離と深さからPl～ P5が該当す

るものとした。 Pl～ P5間の柱間寸法は1.55m、 1,8m、 1.45m、 3.75m、 P5～ P7間は425m、 1.45mの計57

mを測る。南北列の方位は (Nl° E)、 柱穴は略円形で径24～ 40cm、 深さ25～58cmである。

SA05(第 97図 )

S B53の東桁行に近接し、Pl～ P5が南北に並ぶ柵列である。Pl～ P5間は2.7m、 16m、 1,4m、 1.Omの 計

67mを測る。方位は (Nぞ E)である。柱穴は略円形で径17～33crn、 深さ16～ 33crnで ある。

(3)井戸

SE49(第 97・ 101図 )

北部西に位置する。平面形は略円形で径2.05～ 22m、 内部に段を有し底面径0,8m、 深さ141m、 底面標高

H.14mを測る。

(4)竪穴状遺構

SX52(第 98図 )

南部西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸4.82m、 短軸不明、深さ 5cmと浅い。

SX53(第 98図 )

南部西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸4.44m、 短軸不明、深さ10cmを測る。

SX54(第 98図 )

南部西に位置し複合するS X53・ 55を切る。平面形は隅丸方形で、長軸7.3m以上、短軸2.93m、 深さ20cmを

測る。

SX55(第 98・ 101図 )

南部西に位置し、複合するS X56を切る。平面形は隅丸方形で、長軸8.4m以上、短軸314m、 深さ20cmを 測

る。楕円状に一段部分の深さは32cmである。

SX56(第 98図 )

南郡西に位置する。平面形は隅丸方形で、長軸8.4m以上、短軸不明、深さ18cmを測る。
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第100図 耕作区 SD断面図 (760)

(5)耕作溝 (第99図 )

南部東の南北溝 S D23と S D25間 の幅ほぼ8mの区画内で東西溝H条を検出した。溝は浅く不鮮明な部分も

あるが、幅20～ 50cm、 深さ 2～ 9 cmを 測る。溝の間隔は広いもので1,lm、 狭いものは10cmであるが、多くは

30cFn前後である。長さは短いものが2.4～ 4.lm、 他は48～ 5.9mで ある。
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(6)溝 (第 5・ 100・ 101図 )

耕作区の主要な区画溝には東西溝のS D08・ 22と南北溝のS D20・ 21・ 23～ 26が ある。 S D08・ 22は S S01

を挟み、間隔1.0～ 2.2mで並行するが、 S D22は調査区東端で南へ届山するものと考えられる。幅50～ 70cm、

深さは18～ 46cmを測り、流方向は東である。

南北溝 S D20・ 21・ 23～ 26と集落区の S D02・ 09はそれぞれ一定の間隔を保ち並行する。この間隔は、 S D02

～ S D20間 17m、 S D09～ SD21間 16m、 S D20～ 23間45～ 5m、 S D21～ 23間 7～ 8m、 S D23～ 24間 7～

7.5m、 S D23～ 25間 7～ 9m、 S D24～ 26間 8m、 S D25～ 26間 6mを測る。この南北溝は遺存にもよるがほ

ぼ同規模であり、幅40～ 70cm、 深さ10～ 35cmである。

註

(1)福 田アジオ 1982年 「ムラの領域」『日本村落の民俗的構造』弘文堂

村落空間をムラ (集落=定住地域)、 ノラ (耕地=生産地)、 ヤマ (林野=採集地)の三領域に区分され、各区域に

対応する祭祀の存在から各領域が民衆の意識の次元で明確に区別されていたとしている。

(2)珠洲焼きについては吉岡編年の時期区分により記述した。

吉岡康暢 1994年『中世須恵器の研究』吉川引文館

出土遺物については垣内光次郎氏、藤田邦雄氏から多大な教示を得ている。
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N2区
勲
鶴

出土地点 器 種
法  量 lIYIIYll

o推径または欠損
産 地 備  考

SB03 土師器 日径 82器高 21 在 地 14世 紀末～ 15世 紀前半か

SE01 石 臼 径 312高さ 87

重 さ 11 45kE

山 中

水無山か

下臼・火山礫凝灰岩

SE02 行 火 睡石凝灰岩

SE02 石 鉢 口径 (320) 滝ケ原 凝灰岩 (軟質 )

SE03 土師器 日径 90高さ 21 在地 15世紀中葉

SE03 天 目茶碗 口径 (138) 頑戸 美濃 15世 紀 中棄

SE03 砥石

(五輪塔

長 さ (210)幅 173

高さ 92重 さ 301瞳

緑色凝灰岩

火輪を転用か

SE03 石 臼 径 305高 さ 122

重 さ 1540故

水無山 火山礫凝灰岩

SE03 砥 石 長 さ (118)幅 (109)

重 さ 67敬

緑色凝灰岩

SE03 石鉢 底径 a8働 重さ 329角 火山礫凝灰岩

SE05 土師器 日径 (135) 在 地 14世紀後半

SE05 土師器 日径 (135) 在 地 14世紀後半

SE05 土師器 日径 (91Dl器高 住9) 在 地 14世紀後半

SE05 土師器 日径 86 在 地 油煤痕 14世紀後半

SE05 土師器 日径 (80 在 地 14世紀後半

SE05 土師器 日径 (8111器 高 (16) 在 地 14世紀後半

SE05 土師器 日径 (70器高 (14) 在 地 14世紀後半

SE06 土師器 日径 (96) 在 地 14世紀後半

SE06 土師器 日径 69器高 20 在 地 14世紀後半

SE06 土師器 日径 65器 高 13 在 地 14世 紀後半

SE08 土師器 日径 HO器高 24 在 地 14世 紀後葉

SE08 土師器 目径 107器 高 25 在 地 14世紀後葉

SE08 土師器 日径 106器 高 20 在 地 14世 紀後葉

SE08 土師器 日径 100器高 (20) 在 地 14世紀後葉

SE08 白磁 碗 底径 148 中国 14世 紀前半

SE08 摺鉢 回径 (293) 越 前

SX01 土師器 日径 100器高 (18) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

SX01 土師器 日径 84器高 (19) 在 地 15世紀後葉～ 16世 紀前半

SX01 砥石

(五輪塔

長 さ 135幅 100

高さ 73重 さ 130瞳

一石五輪塔水輪

疑灰岩 。16世紀代か

SX01 天目

^筋
日径 (1201 頼戸 美濃 15世 紀後半か

SX01 天 目茶砺 日径 (120 瀬戸 美濃 15世 紀後半か

SX01 石 臼 径 (315)高 さ H8 上臼・火山礫凝灰岩

16世紀

SX01 片 日石鉢 日径 1410)重 さ 107鷺 火山礫疑灰岩

SX02 土師器 口径 (76)器 高 (16) 在 地 15世 紀後葉

SX02 土師器 口径 (80器高 (15) 在地

SX02 土師器 日径 (70) 在地

SX02 壷底部 底径 (117) 越前

SX02 壷底部 氏径 98 珠洲

SX02 摺鉢 日径

“

00) 越 前 15世紀末～ 16世紀初頭

SX02 土錘 径 33 穴径 13 在 地

SX02 行火 旧 150高 さ 112 在 地

SX02 石 臼 径 (296)高 さ 82

重さ 4 14kg

火山礫凝灰岩

SX02 石 日 径 (312)高 さ 132

重さ 445瞳

水無山 火山礫凝灰岩

SX02 台石 長さ339高 さ 152

重さ1301敗

火山礫凝灰岩

上面磨耗

SX03 石鉢 日径 (325)底 径

(185)

凝灰岩・内面磨痕

火熱痕

SX04 土師器 日径 (90)器 高 20 在地 14世紀末か

SX04 土師器 日径 (80)器 高 (18) 在地 15世紀前葉か

SX04 土師器 日径 eO)器高 (15) 在地

SX04 土師器 日径 65器 高 15 在地

SX04 青磁 碗 専台径 60 中国

SX04 中砥石 長さ(95)幅 40

高さ31重さ 21倣

疑灰岩

SX05 土師器 日径 H8器高 (20) 在地 15世紀後葉～ 16世 紀前半

SX05 土師器 日径 82器高 (21) 在地 15世紀後棄～ 16世 紀前半

SX05 土師器 口径 70器高 14 在地

SX05 土師器 日径 70器高 (16) 在地 14世 紀後葉か

SX05 暦鉢 底径 (176) 越前

SX06 膳鉢 回径 (300 越 前

表2 中世 以 降 の 遺 物 一 覧 表

SX06 石鉢 日径(272)重 さ700F 火山礫疑灰岩 火熱痕

SX07 土師器 日径 (75) 在 地 15世紀後葉～ 16世紀前半

SX07 土師器 日径 80器高 18 在地 油煤痕・15世紀後葉～16世紀前半

SX07 土師器 回径 66器高(lo 在地 15世紀後棄か

SX07 土師器 日径 66器高 (11) 在地 15世紀後葉か

SX07 摺鉢 越 前 13世紀後半～14世紀初頭

SK01 土師器 日径(80)器 高(19) 在地 15世紀中葉～後棄か

SK01 中砥石 長さ(62)幅 o6)

高さH重さ 24質

疑灰岩

SK03 土師器 日径 80器高 (18) 在地

SK03 土師器 日径 76器高(19) 在地 15世紀前葉～中葉

SD01 土師器 日径 (138)器 高 (24) 在地 15世紀前半

SD01 土師器 日径 73器高 (16) 在地 15世 紀後葉～ 16世紀前半

SD01 土師器 日径 72器高 20 在 地 15世紀後葉～ 16世紀前半

SD01 天 目茶碗 日径112 涙戸 美濃 15世紀後半

SD03 土師器 日径 74器高 (20) 在地

SD04 土師器 日径 79器高(21) 在 地 15世紀前葉～中葉

SD04 土師器 日径(94)器 高 (21) 在 地 15世紀前薬～中葉

SP01 土師器 日径(80器高(15) 在地

SP02 土師器 日径(92)器 高 (17) 在 地 14世紀後葉

N2区落 土師器 日径(80器高(14) 在 地 14世紀後葉

N2区 落 土師器 日径 (72) 在地

N2区 落 摺 鉢 珠洲 Ⅳ期後半 14世紀中葉

Nl区
勘
群

出土地点 器 種
法  量 (mHll

O推径または欠損
産地 備  考

SE09 土師器 日径 (80)器 高 (18) 在 地 14世紀後葉か

SE10 土師器 日径 (90)器 高 (18) 在 地 15世紀中葉～後葉

SE10 甕 珠 洲 Ⅱ期 13世紀前半

H3 SE10 行火 幅(18tll高 さ 蓮代寺か 軽石凝灰岩

SE10 花瓶 瀬戸 美濃

SE10 行 火 高 さ 滝ケ原 軽石凝灰岩

SEll 土師器 日径 80器高 (21) 在地 15世紀前葉～中葉

SEll 土師器 在地

SEll 摺鉢 日径410 珠洲 卸 目幅50mm・ 12目

V期後半 15世紀前半

SEll 摺鉢 日径 (384) 珠洲 V期後半15世紀前半

SEll 摺鉢 日径 (346) 越 前 T「 目幅33mm・ 13目

15世紀前半

1 摺 鉢 底径 (140) 珠 洲

3 土師器 口径 86器高 21 在地 油煤痕 '15世 紀後乗～16世 紀前半

5 土師器 目径(80)器 高 (16) 在地 油煤痕 ,15世 紀後葉～16世 紀前半

5 行火 幅 (163) 軽石凝灰岩

SE15 石 臼 径 (300)高 さ 70

重 さ 116k質

上臼・火山礫凝灰岩

摺面凹凸火熱痕

SE15 石 臼 径 (350高 さ 86

重さ 1 95kP

上臼・凝灰岩

摺面磨耗

SE16 土師器 日径 (90)器 高 20) 在地 14世紀後半

SE18 皿 高台径 40 肥 前 砂目陶

17世紀第2四半期

SE18 招鉢 珠洲 卸目幅27mm 8目

Ⅵ期 15世紀後半

SE18 摺鉢 越 前 卸目幅38mm 13目

15世紀後半

SE19 茶 臼 径 (195)高 さ 190)

重さ 2 17kЯ

畿内か 上臼

安山岩質凝灰岩

SE19 縁 石 長さ(198)幅 215

高さ 75

辰 日岩本か 軽石凝灰岩

SE20 甕 日径 (400) 越 前 15世紀中棄～後半

SE20 石臼 径 (3041高 さ 80

重さ 418k宣

水無 山か 上臼

火山礫凝灰岩

SE21 石 臼 径 (314)高 さ 77

重さ 410殿

上国

凝灰岩

SE22 甕 底 部 底 径 信 楽 15世紀中葉～後半

SE23 石鉢か 長さ(183)幅 (115) 緑色疑灰岩

煤付着 火熱痕

SE23 茶 臼 径 205高 さ H4

重さ 361政

上臼

安山岩質凝灰岩

SE23 砥石

(石 臼)

径(300)高 さ (92)

重さ 265k宣

上臼

緑色凝灰岩

SE23 茶 臼 径 (400)摺 面径 190

高さ105重 さ361贖

在 地 下 臼

火山礫凝灰岩
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SE23 茶 臼 摺面径 181高 さ102

重さ 1063崚

在 地 下臼

細粒凝灰岩

SE23 石 臼 径 320高 さ 130

重 さ 13 00kR

水無山 上口

火山礫凝灰岩

SX08 甕 口径 (404) 越前 16世紀前半か

SX08 石鉢 平面方形一辺 285

高さ 191重さ373k富

内面煤付着

凝灰岩

SX08 錮 鉢 底径 (175) 珠洲 Ⅵ～Ⅶ期 15世紀後 半

SX10 天 目茶碗 日径 130 瀬戸 美濃 大窯段階 15世紀木

SX14 縁 石 長さ(328)幅 223

高さ 90

軽石凝灰岩

SX14 行 火 D字型・軽石凝灰岩

SX14 五輪塔 長さ(1401幅 (125) 地輪・火山礫凝灰岩

SX14 縁 石 長さ (115)幅 215

高 さ 118

軽石凝灰岩

SX16 土師器 日径 72器 高 17 在 地 15世紀後葉～16世紀後半

SX16 摺鉢 底径 150 珠 洲

SX16 行火 D字型・軽石疑灰岩

SX16 行 火 D字型 ,軽石凝灰岩

SX16 石鉢 日径(320高さ 139 内面磨耗・煤付着

火山礫凝灰岩

SX16 石 臼 径 (324)高 さ 99

重さ 240k富

上臼

火 山礫凝灰岩

SX16 縁 石 長さ(163)幅 185

高さ 68

軽石疑灰岩

SX16 鉄鍋 耳 部

SK05 石 臼 径 (330)高 さ 123

重さ 465k質

水無山か 上臼

火山礫凝灰岩

SK08 土師器 口径 76器 高 16 在地 15世紀中葉～後葉

SK 1 行 火 幅 (13Cll高 さ 軽石凝灰岩

SK 3 摺鉢 日径 (370) 越 前

SK 3 土師器 日径 (80) 在 地 15世紀後葉～16世紀後半

SK 3 摺 鉢 底径(140 珠洲

SK26 土師器 日径 (1201器高 (22) 在 地 14世紀後半

SD07 白磁 皿 日径 (110) 中国 15世紀前半

SD07 土師器 口径 (80器高(21) 在 地 15世紀後葉～16世紀後半

SD08a 土師器 日径 (9o器高(18) 在 地 15世紀後葉～16世紀後半

SD08a 土師器 日径 80器 高 22 在 地 14世紀末～15世紀初

SD08a 土師器 日径 (80器 高 (lD 在地 14世紀後半

SD08a 土師器 日径 70器高(15) 在地 14世紀後半

SD08a 青磁 皿 高台径 50 中国 稜花皿 。15世紀

SD08b 土師器 日径 72器 高 (20) 在地 [5世紀前半か

包含層 石 臼 径 315 高さ 110

重さ 12 44kg

上臼

火山礫凝灰岩

SK52 徳 利 壼径 85器高(202) 九谷か

SK52 yti 葛台径 50 月巴前 染付磁・コンニャク印判

17世紀末～18世紀前半

177 SK52 皿 日径(2091高 台径oO)

器高 (47)

肥前 染付磁・蛇の目釉剥ぎ

17世紀末～18世紀前半

SK52 甕

SK53 皿 高台径 (39) 肥 前 砂目的

17世紀第2四半期

SK54 皿 日径 127高台径 47

器高 39

単副 染付磁・蛇の目釉忌1ぎ

17世紀末～18世紀前半

SK54 筒形 碗 高台径 34 ユ酬 染付磁

SK54 摺 鉢 底径 140 肥 前 見込砂 目

SK55 土師器 日径 80器 高 16

底径 37

在 地

SK55 皿 日径 109高台径 36

器高 34

肥 前 染付磁・蛇の目釉剥ぎ

17世紀末～18世紀前半

SK55 皿 日径 (2201

器 高 34

肥前 語J毛 目唐津

SE25 甕 底径 200 越 前

SE25 五輪塔 長さ(364)幅 (198)

高さ157 重さ1437敗

地輪か

火山礫凝灰岩

SE26 土師器 日径 (80)器 高 (15) 在地

SE26 天 目茶碗 回径 126 瀬戸 美濃

SX21 土師器 日径 80器高 20 在地 15世紀 中葉～後葉か

SX21 霜鉢 羮径 154 珠 洲

SX21 石鉢 ヨ径 320重さ 910g 疑灰岩

SX23 土師器 日径 76器 高 16 在 地 噛煤痕・14世紀後葉か

SX24 土師器 日径 80 在 地 白煤痕,15世紀後葉～16世紀後半

3X24 土師器 日径 80器 高 (17) 在 地 15世紀後葉～ 16世紀後半

3X24 土師器 口径 70器高 22 在 地 15世紀後葉～16世紀後半

SX25 土師器 日径 80器高 (181 在 地 15世紀後葉～16世紀後半

SX25 皿 日径 117器高(28)

高台径 66

瀬戸・美濃 灰釉・16世紀前半

SX25 挟 か 長さ(94)幅 15

SX26 甕 日径 (4001 越 前 15世紀中葉

SX26 行 火 軽石凝灰岩

208 SK27 土師器 口径 82器高 22 在地 油煤痕 15世紀前葉～中葉

SK27 僣鉢 底径 100 珠洲

SK27 摺鉢 口径(420 珠洲 Ⅵ期 15世紀後 半

SK28 重 日径 124 珠洲 V期 14世紀後葉～15世紀前半オ

SK29 天目茶碗 口径 (156) 頑戸 美濃 16世紀前半

SD10a 土師器 日径 70器高 lJ 在地 15世紀後葉～16世紀後半

SD10a 土師器 口径 60器高 14 在地 油煤痕■5世紀後葉～16世紀後半

SD10a 青磁 皿 中国 稜花皿

SD10a 擢鉢 口径(420 珠洲 Ⅵ期 15世紀後半

217 SD10a 甕 越前 16世紀初頭

SDl 土師器 口径 90器 高 (19) 在地 油煤痕・15世紀中業～後葉

SDl 土師器 日径(90器高(23) 在地

220 Dl 土師器 日径 (8Cll器 高 (16) 在 地 15世紀中葉～後葉

3Dl 青磁 碗 日径 (130) 中国 16世紀初頭

3Dl 青磁 碗 高台径 42 中国 二次整形。15世紀前半

Dl 天 目茶碗 日径 (156) 瀬戸 美濃

3Dl 上錘 長さ 36径 (36

3Dl 行火 隔156奥行(1■ ) 睡石凝灰岩

SDl 行火蓋 軽石凝灰岩

SDl 鉄釘 長さ 51 断面方形 6

SDll 行火 幅 212 高さ152

奥行191重さ197駁

軽石凝灰岩

SD13 土師器 口径 82 器高 22 在地 15世紀後葉～16世紀後半

SE24 碗 日径 H3器高 5,

高台径 40

瀬戸 美濃か 染付磁・明治翔

SE24 碗 日径 109器高 48

高台径 38

瀬戸・美濃か 染付磁・明治期か

232 SE24 摺 鉢 底径 124 越 前

SE24 摺 鉢 底径(179 珠洲

SK56 碗 日径 158器高 70

高台径 76

工削 染付磁

SK56 筒形 碗 日径 79器高 71

高台径 42

肥 前 陶胎染付

18世紀末～19世紀初頭

SD27a 皿 日径 (■ 7)

高台径 76

肥前 来付磁・18世紀中頃

3D27a 碗 日径 84器 高 43

高台径 32

瀬戸 美濃 染付磁

19世紀

SD27a 皿 回径 (1261 一削 少目的・17世紀前半

3D27a 皿 苛台径 55 立削 少目陶・17世紀前半

3D27a 皿 ヨ径 231器 高 35

葛台径 131

肥 前 染付磁

19世紀

3D27a 皿 司台 径 43 肥 前 染付磁・蛇 の目釉剥ざ

17世紀末 ～ 18世紀前半

SD27 皿 口径 130器高 37

高台径 60

染付磁

SD27a 汽車土郷 口径 84 器高 75

底径 74

書「豊橋」

SD27っ 土人形 葺さ57幅 50厚さ47 女性座像

SD27a 土製宝珠 葺さ54幅 54厚さ12

SD27a 土人形 高さ53幅 91厚さ37 天 神

SD27b 石 鉢 日径 (274) 砂 岩

SD27b 中砥石 長さ150幅42高さ20 凝灰岩

SD27b 寛永通宝 径 25重さ 3後

SD27b 寛永通宝 径 24重 さ246Я

Sl区
弦

号

貴

番
出土地点 器 種

法  量 (mml

o推径または欠損
産 地 備  考

SB25Pl 土師器 日径 80器 高 16 在地 油煤痕 ,15世紀前葉～中業

SB25Pl 土師器 日径 68器 高 13 在地

SE25 土師器 日径 78器 高 16 在地 15世紀後葉～ 16世紀後半

SE25 土師器 日径 78器 高 (19) 在地 15世紀後業～16世紀後半

SE25 天目茶碗 日径 H4 頑戸 美濃 16世紀前半

SE25 天目茶碗 日 径 112 瀬戸 美濃 16世紀前半
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251 SD 28a 碗 口径 74器高 41

高台径 31

瀬戸・美濃 染付磁

19世 紀後 半

SD 28a 水滴 長さ60幅 46高 さ28 京焼か 陶製

SE34 土師器 口径 86器 高 (20) 在 地 油煤痕・15世紀中葉～後葉

SE34 土師器 口径82器高(lo 在 地 15世紀中葉～後葉

308 SE34 土師器 日径 80器高(21) 在 地 由煤痕・15世紀後業～16世紀前半

SE34 土師器 口径 68器 高 (17) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

SE34 青磁 碗 高台径 56 中 国 見込双魚文スルフ
°
15世紀前半

SE34 摺鉢 底径(90) 珠 洲 Ⅳ期

SE34 円盤状

陶製品

径(90) 越前甕底部

火熱痕煤付着

SE35 土師器 日径 86器 高 19 在 地 油煤痕・15世紀中葉～後葉

SE35 土師器 口径 79器 高 22 在 地 油煤痕・15世紀前葉～中葉

SE35 皿 日径 100 瀬戸 美濃 端反皿・灰釉・ 16世紀初

SE35 槽 鉢 珠洲

SE35 石 日 径 299高 さ 72

重さ 964k質

水無山か 下臼・火山礫凝灰岩

SE35 縁 石 長さ(176)幅 175

高さ71 重さ170k只

軽石凝灰岩

SE36 縁 石 長さ(183〉 幅(21o

高さ112重さ3 72kg

軽石疑灰岩

SE39 石 臼 径(320)高 さ 82 水無 山か 上臼・火 山礫疑灰岩

SE40 行火 軽石疑灰岩

322 SE40 砥石

(五輪均

長さ 210幅 236

高さH3重さ500k寮

火山礫凝灰岩

SE40 縁 石 長さ(238)幅 208

高さ95重さ305k区

軽石凝灰岩

SE40 縁 石 長さ(249幅 178

高さ102重さ305k黛

軽石凝灰岩

SE40 縁 石 長さ(285)幅 170

高さ90重 さ273鮫

軽石疑灰岩

SE40 縁 石 長さ(24動 幅 190

高さ81重 さ2 53kg

軽石凝灰岩

SX27 青磁 碗 口径(140)器高o5)

高台径(54)

中国 15世紀後半～ 16世紀初頭

328 SX27 鉄 釘 長さ(51)重さ 17g

断面方形51× 47

SX28 土師器 日径 90器 高 (18) 在地 油煉痕,15世 紀後葉～16世紀前半

SX28 土師器 日径 80器高(18) 在地 油燦痕・15世紀後棄～16世紀前半

SX28 土師器 日径 (75)器 高 (19) 在地 15世紀後葉～16世紀前半

SX28 青磁 碗 日径 (134) 中国 15世紀前半

SX28 卸皿 底径 (73) 瀬戸 美濃 15世紀前葉～中葉

SX28 摺 鉢 殊洲

SX29 土師器 口径 88 在 地 油媒痕

SX29 縁 石 長さ(315)幅 177

高さ89重さ862k質

軽石凝灰岩

SX29 縁 石 長さ(266)幅 220

高さ85重さ379k便

軽石凝灰岩

SX33 土師器 日径(90)器高(16) 在 地 15世紀中葉～後葉

SX33 増 鍋 日径 80 在 地

SX33 白磁 皿 日径 96器 高 22

高台径 50

中国 高台狭り込み

15世紀中葉～後葉

X33 甕 珠洲 I期新

X33 摺鉢 越前

X34 行 火 奥行 H8 軽石疑灰岩

X36 土師器 口径 90器 高 20 在地 油煤痕,15世 紀後菜～16世紀前半

X36 土師器 日径 88器 高 19 在地 油煤痕・15世紀後葉～16世紀前半

SX36 土師器 口径 80器高(18) 在地

SX36 中砥石 長さ(70)幅 47

高さ35重さ 164E

凝灰岩

SX86 石 臼 径(281)高 さ 70 上臼 火山礫凝灰岩

SX36 縁 石 長さ(118)幅 (152)

高さ 88

竪石凝灰岩

SX43 土師器 日径 80器 高 (11) 在 地 15世紀中葉～後葉か

SX43 中砥石か 長 さ 151高 さ 40 疑灰岩

SX44 天目茶碗 日径(12つ 瀬戸 美濃

SX44 摺 鉢 珠洲 V期前半

14世紀後葉～ 15世紀初頭

X44 行 火 獲石凝灰岩

X44 上砥石 さ(56)幅 28厚 さ6 京都産 尼岩

X44 行火 竪石疑灰岩

X44 行火 (1041 騒石凝灰岩

X44 縁 石 さ(233)高 さ84 石凝灰岩

X46 石 臼 高 さ 臼・火山礫凝灰岩

S2区

挙
出土地点 器 種

法  量 いm)

o推径または欠損
産 地 備  考

SB28 P6 天目茶碗 日径 124 瀬戸 美濃 15世紀後半
SB34 P6 行火 軽石凝灰岩

255 SB39 P3 天目茶砺 日径 120 頼戸 美濃 15世紀末頃

SB41 P2 行 火 軽石凝灰岩
SB41 P2 行火 軽石凝灰岩
SB47P2 土師器 日径 88器 高 20 在地 油煤痕・15世紀後業～16世紀前半

SB4η lo 土師器 口径(80)器 高 14 在地 15世紀後葉～16世紀前半
SE27 土師器 日径 (84)器 高 (16) 在地 油燥痕・15世紀後葉～16世紀前半

SE27 土師器 日径 84器 高 (16) 在 地 油煤痕・15世紀後葉～16世紀前半
SE27 土師器 日径 78器 高 20 在 地 油煤痕・15世紀後葉～16世紀前半
SE27 天 目茶碗 口径 116 瀬戸 美濃 15世紀末頃
SE27 石 臼 径1310)高 さ 80

重さ4 84kg

下臼・火山礫疑灰岩

SE27 石 臼 径 270摺面径 188

高さ103重さ9 35kα

下臼・火 山礫凝灰岩

SE27 石 臼 径 305 高さ 82

重さ545k真

下臼・火山礫凝灰岩

15世紀前半
SE28 天 目茶碗 ミ径 42 瀬戸 美濃
SE28 甕 氏径 156 加賀

SE28 摺鉢 珠洲 V期 14世紀後葉～15世紀前葉
SE28 摺鉢 越 前 卸目幅2 1cm・ 7目

SE28 行火 奥行 108 軽石凝灰岩

SE28 行 火 軽石凝灰岩
SE28 行 火 幅 153 軽石凝灰岩
SE28 行 火 奥行 H3 軽石凝灰岩

SE28 行 火 軽石凝灰岩
SE28 縁石 長 さ(210)幅 155

高さ 75

軽石凝灰岩

SE28 縁 石 長さ(180)幅 175

高さ 64

軽石凝灰岩

SE28 縁石 長さ(1871高 さ 66 軽石凝灰岩

SE28 五輪塔 地輪か・緑色凝灰岩
SE29 青磁 碗 日径 (128) 中国 14世紀中葉～後半
SE29 中砥石 長さ(74)幅 45

高さ43重さ240買 疑灰岩
SE29 不 明 長 さ28径 9重さ 石灰岩 (軟 質 )

SE30 土師器 日径 80器 高 (19) 在 地 油煤痕・15世紀後葉～16世紀前半
SE30 土師器 日径(76)器 高(15) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半
SE31 石 臼 径 1324)高 さ 104

重 さ 2 95kg

金沢 山間部

or水無山か

上国・火山礫凝灰岩

15世紀後半～16世紀前半
SE31 石 臼 径o2① 重さ 295k質 水無 山か 上臼・火 山礫疑灰岩

SE31 石 鉢 高 さ 平面方形・凝灰岩

SE32 土師器 日径oOl器高(2つ 在 地 15世紀前半か

SE32 縁 石 長さ(221)幅 188

高さ108重 さ352k質

軽石凝灰岩

SE33 土師器 日径(102)器 高(19) 在地 15世紀後葉～16世紀前半
SE33 土師器 日径(80)器 高(18) 在 地

SE33 土師器 日径 (77)器 高 (16) 在 地 油煤痕 。15世紀中葉
293 SE38 青磁 皿 中国 15世紀後半～16世紀前半

SE33 摺 鉢 底径 (136) 珠洲 Ⅳ～V期
SE33 行 火 高さ 132 軽石凝灰岩
SE38 行 火 軽石凝灰岩

SE33 行火蓋 軽石凝灰岩

SE33 荒砥石 長さ(80)幅 42

高さ 38重さ 195α

砂岩

SE33 荒砥石 長さ(89)幅 (89)

高さ(28)重 さ 195宣

砂 岩

SE33 石鉢 軽石凝灰岩

SE33 石 臼 径(320)高 さ 40 下臼火山礫凝灰岩
SE33 片 日石鉢 径(271)高 さ 133 火山礫凝灰岩(軟 質)

SE33 縁 石 長さ(145)幅 (162)

高さ 90

睡石凝灰岩

SE33 縁石 長 さ(240)幅 135

高さ 80重 さ185k営

軽石凝灰岩

E34 土師器 日径(90)器 高(2o 在 地 5世紀中葉～後葉

-118-



SK32 石 臼 径293 高さ98

重さ 8 66kg

上自・火 山礫凝灰岩

SK36 縁 石 長さ(183)幅 191

高さ 75

軽石凝灰岩

SK37 石鉢 径 (333)高 さ (139) 火山礫凝灰岩

SK37 行火 奥行 120 竪石凝灰岩

SK38 土師器 日径 80器高 (22) 在地 歯煤痕 ,15世 紀前葉～中葉

SK40 鋤 先 長 さ372幅 220

厚 さ(15)重 さ

茨製

SK42 土師器 日径 80器高 17 在地 15世紀前葉～中葉

SK42 土師器 日径 75 在 地

SK42 土師器 回径 (80) 在地 15世紀後葉～16世紀前半

SK42 土師器 日径 75器高 18 在地 油煤痕・15世紀後業～16世紀前半

SK42 砥 石 長 さ 235幅 125

高さ 60重さ 230k宜

中砥石か 緑色疑灰岩

SK47 土師器 日径 80器高 16 在 地 油煤痕

SK47 銅銭

(2枚 )

径 24 重さ35g

径 24 重さ3後

2枚重・銭銘不明

SD15 土師器 日径(75)器 高(19) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

SD15 土師器 日径 (75)器 高 (18) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

SD15 中砥石 長さ(63)幅 29

高さ 26 重さ 70E

凝灰岩

SP03 中砥石 長さ(80)幅 36

高さ28重 さ 115質

凝灰岩

SP04 荒砥石 長さ 155幅 45

高さ40重さ 50∝

砂岩

SP04 行火 幅 158高 さ (138) 軽石凝灰岩

SP05 行火 軽石凝灰岩

SP06 土師器 口径俗Ol器高 在地

SP07 土師器 日径(60器高 在 地 15世紀中業～後葉

SP08 土師器 日径(70)器 高 在地

SP09 土師器 日径 77器高 5 在地 14世紀後葉

SP09 磨石 長 さ 126長径 51

短径 49重 さ 50嵯

火山礫凝灰岩

SPll 摺 鉢 底径 (155) 珠洲

SK57 甕 医径 (160) 越 前

387 SK57 皿 日径(116)
ユ嗣 陶器

SD29 皿 高台径(68) 肥 前 染付磁・蛇の目釉剥ぎ

17世紀末～18世紀前半

SD29 片日鉢 日径 210器 高 87 山口 須佐 須佐唐津

SE44 土師器 回径 (94)器高 (20 在 地 15世紀中葉～後葉

SE44 土師器 日径 (96) 在 地 15世紀中葉～後葉

SE44 土師器 日8舌 (801 在 地 15世紀中業～後葉

SE44 甕 珠洲

SE46 摺鉢 日径 (395) 珠 洲 Ⅵ期新・ 15世紀後半

SE46 天 目茶碗 高台径 45 瀬戸 美濃 15世紀末～16世紀前半

SE46 士上砥石 長さ(42)幅 32

高さ4 重さ HQ
京都産 泥岩

SE46 石 臼 径 290高 さ 68

重 さ 526敏

下臼・火山礫疑灰岩

SE47出 土と接合

SE47 土師器 日径 (96) 在 地

SE47 土師器 日径 (71)器高 19 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

SE47 碗 日径 (140) 中国 染付磁 ・16世紀初頭

424 SE47 壷 底部    底径 殊洲

SE47 甕 底部 底 径 越前

SE47 砥石

(石臼)

底部径 279長 さ 280

幅 183重 さ 259k質

下 臼・凝灰岩

転用品

SE48 摺鉢 口径1344)器高 140

底径(80)

越前 卸目幅2 9cm 12目

15世紀中葉か

SE48 石 臼 径 130Cll高 さ 66 下臼火山礫疑灰岩

SX47 土師器 日径 86器高 22 在 地 油煤痕・15世紀後葉～16世紀前半

SX47 青磁 盤 高台184) 中国 14世紀前半

SX47 摺 鉢 底径 125 殊洲 Ⅲ期 13世紀後半

SX47 縁 石 高さ 75 軽石凝灰岩

SX47 縁 石 幅 154 高さ 75 軽石凝灰岩

SX47 縁 石 高 さ 88 軽石凝灰岩

SX47 縁 石 幅 127高さ 88 軽石凝灰岩

SX47 縁 石 幅 148高 さ 64 軽石疑灰岩

SX49 土師器 日径 (80) 在 地 15世紀前葉～中葉か

SK50 摺鉢 口径 (384)

底径 (801

越 前 卸目幅3 6cm 12目

15世紀後半か

SK5 土師器 日径 80 在 地 15世紀前葉～中葉

SK5 土師器 日径 76 在地

SK5 土師器 日径 (801 在地

SK5 青磁 碗 日径 (160) 中国 14世紀末～15世紀初頭

SK51 中砥石 長さ(56)幅 27

高さ22重 さ 51富

凝灰岩

SD17 土師器 日径 (100)器高 17 在地 14世紀後葉

SD17 土師器 日径 80器 高 18 在地 14世紀後葉

SD17 土師器 口径 86器高(18) 在 地 14世紀後葉

SD17 土師器 日径 180)器高 (17) 在地 14世紀後葉

SD17 土師器 日径180)器高(18) 在地 油煤痕・ 14世紀後葉

SD17 土師器 日径(70)器高(12) 在地 14世紀後葉

SD17 土師器 日径 70器 高 (19) 在地 14世紀後葉

SD17 土師器 口径 54器高 13 在地 14世紀後葉

SD17 重 底径(2501器高 13 珠洲 Ⅱ期か

SD17 荒砥石 長 さ(90)幅 50

高 さ 26 重 さ

細粒砂岩

SD17 不 明 (20× 36)厚 さ (2) 鉄製品

SD18 土師器 日径 (70)器高 (16) 在地 14世紀末～15世紀初頭か

SD19 土師器 回径 70器 高 19 在地 14世紀末～ 15世紀初頭か

SD19 士上砥石 長さ(67)幅 34 京都 泥岩

SD19 中砥石 長 さ(32)幅 39 凝灰岩

SP12 土師器 日径 (80)器高 (20 在地 油煤痕

落ち込み 土師器 日径 80器高 21 在地 油煤痕 15世紀前葉～中葉

落ち込み 子自磁 舅 日径 123 中国 大型品・内面刻花文様

S3区

出土地点 器 種
法  量 lmnll

o推径または欠損
産地 備  考

SB49P2 荒砥石 長 さ(109)幅 37

高さ 22 重さ 17稚

佃粒砂岩

SB49P2 縁 石 長さ(155)高 さ 87 医石凝灰岩

SB50Pl 中砥石 長 さ(88)幅 38

高さ 25 重さ 115宜

疑灰岩

SB51 土師器 日径 82器高(171 在 地 15世紀中葉～後葉

SE41 土師器 日径 82器高 (191 在 地 15世紀中葉～後葉

SE41 土師器 日径●0器高9o 在 地 15世紀 中葉～後葉

SE41 摺 al・ 越前 15世紀後半

397 SE41 摺鉢 底径(110) 珠 洲 卸目幅1 6cm・ 6目

SE41 行火 軽石凝灰岩

SE41 行火 軽石凝灰岩

SE41 砥石か 長さ243幅 (18つ

高さ64重さ334k宣

凝灰岩

SE41 縁 石 層(176)高 さ 64 軽石凝灰岩

SE43 土師器 日径 (1001 在地 油煤痕.15世紀後葉～16世紀前半

SE43 土師器 日径(80器高(16) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

SE43 土師器 日径 (801器 高 (17) 在 地 14世紀後葉

SE43 土師器 口径 80器高 (18) 在 地 15世紀中葉～後葉

SE43 土師器 日径60 在 地 15世紀 中葉～後葉

SE43 中砥石 長さ1791幅 43

高さ14重さ 86質

凝灰岩

SE43 中砥石 長さ(75)幅 30

高さ23重 さ 85宮

凝灰岩

SE43 縁 石 幅 146高 さ 68 軽石凝灰岩

SE43 宝筐印塔 高さ123底径 85 相輪部 凝灰岩

SE44 土師器 回径r1001 在 地 15世紀後業～16世紀前半

SE44 土師器 日径 (96) 在 地 15世紀後葉～16世紀前半

耕作区

勒
鰐

出土地点 器 種
法  量 lmn
()推径または欠損

産地 備  考

SE49 土師器 日径(120)器高(20) 在地 14世紀後葉

SE49 摺鉢 珠洲 V期後半 15世紀前半

SE49 摺 鉢 底径 (164) 越 前 卸目幅3 3cm・ 15目

SX55 土師器 日径 83器高(17) 在地 油煤痕

SD25 臼磁 皿 日径(85)器高 21

高台径 21

頑戸 美濃 15世紀後半
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第4章 ま と め

第 1節 出土陶磁器類の組成

長池キタノハシ遺跡の中世期に使用されたと考えられる製品の破片数量により他の遺跡との対比を見てみたい。遺物

は13世紀～16世紀代の時間幅を持つが中世前期の遺物はごく少数であり、14世紀後半以降の中世後期に主徐がある。

本遺跡出上の陶磁器の組成は、在地製品である土師質土器が67.1%と最も多く、以下珠洲焼102%、 越前焼8.5%、 中

国製品6.7%、 瀬戸・美濃焼3,7%、 加賀焼33%、 信楽焼0.4%である。珠洲・越前・加賀焼の合計は22%となる。

まず近隣の同時期と考えられる遺跡の組成を下表に提示する。

普正寺遺跡色)傾朝1河日の港湾集落 。14世紀中葉～15世紀中剰
土師質土器70%、 珠洲・越前焼等236%、 中国製品2.9%、 頑戸・美濃焼32%、 加賀焼10%、 瓦質土器0.3%

白山町遺跡② (門前町的な基幹集落 。14世紀後棄～矧□0
土師質土器775%、 珠洲焼51%、 越前焼54%、 中国製品46%、 瀬戸・美濃焼5,8%、 加賀焼1.0%、 瓦質土器04%
木越光琳寺遺跡③ (河北潟縁辺部の集落 。14世紀～倒圏0
土師質土器57.3%、 珠洲・越前焼等29%、 中国製品65%、 瀬戸・美濃焼 6%、 瓦質土器11%、 朝鮮製品01%
河VI励遺跡④ (扇状地端部の集落 。15世紀後葉～16世紀後鶏
土師質土器343%、 珠洲・越前焼等49.8%、 輸入製品11.9%、 瀬戸・美濃焼36%、 瓦質土器0.4%、 朝鮮製品01%

本遺跡の出土陶磁器組成比はやや特異な小川新遺跡を除く後期集落がほぼ共通してもつ組成に類似するものである。

土師質土器、珠洲・越前・力喰 焼、瀬戸・美濃焼の比率は普正寺遺跡に近似し、朝鮮製品の出土は確認されていないが

中国製品の比率は木越光琳寺遺跡とほぼ同率となる。調理用具の鉢における比率は普正寺遺跡力溺翻|1焼 85,7%。 越前焼

9,9%、 本越光琳寺遺跡は珠洲焼66.5%・ 越前焼31.8%である。本遺跡の珠洲焼58%。 越前焼39%は後者に近い。こう

してみると両遺跡の中間的様相を示すようであるが、珠洲焼生産の衰退を印象づける鉢の組成比⑤から全体的には木越

光琳寺遺跡に接近し、10山紀前半頃まで存続する一般農村遺跡の状況を反映したものと言えそうである。

製 口
ｍ 点数 製 品 点数

中

国

自 磁 碗

皿

鉢

盤

21

9

1

1

国

産

瀬戸・美濃焼 鉄釉 1 茶入 1

天目茶碗

計

珠  洲  焼 甕

壷

播鉢

その他

29

41

58

4

計

白 磁

他

碗

皿

芥

のそ

1

6

3

1

計

越  前  焼 甕

壷

播鉢

その他

62

8

39

1

計

青  自 磁 然 l

染 付 碗 1

天 目 茶 碗 I 計

中国製品合計 加  賀  焼 甕

播鉢

その他

39

2

2

国

産

瀬戸・美濃焼

灰釉

皿
剛
幼
盤

4

2

2

3

計

信  楽  焼 壺 5

緑釉 皿 1 瓦 質 土 器 不 明 1

鉄釉

皿

碗

壺

1

8

1

土 師 質 土 器 皿

国産製品合計 1,208

総 計 1,295

表 3 中世後期出土陶磁器破片数量表

甕
∽

士霊

幼
謗
∽

珠洲焼 223 760 580

越前焼 390

加賀焼

信楽焼 0

附表 甕・壺・鉢の比率
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第 2節 土師質土器の分類

すべてが皿である土師質土器は各遺構から少量が出土する状況であるが、代表的なものを抽出・分類し所属時期に

ついて藤田分類・編年③や他の遺跡からの出土例と比較し検討したい。藤田氏は12世紀～16世紀前半にかけての加賀

国出土資料を対象に、調整手法と器形からA～ Fのタイプに分類し、11世紀末葉～16世紀前半を組成・法量・形態・

胎土 。色調等の変化からI～Ⅵ期に分け編年を提示されている。

I類 (51・ 52・ 53)外反する日縁部にヨコナデを施し、体部下半に稜をもち、底部は平底になる。日径は106～ 110

mm、 器高20～ 24mmである。器形が全体にゆがむ52・ 53は Eタイプ、51はAタイプと考えられ、野々市町末松遺跡A
6埋納ピット①、金沢市普正寺遺跡①地山面出土土器に類例が求められる。Ⅳ― I期 。14世紀後葉～末に位置づけら

れ、本遺跡では最も古い段階の土師器皿である。

Ⅱ類 日縁部にヨコナデを施し、体郡下半に稜をもち、底部が平底ざみのものをA類 (31。 169)、 体部中央あた

りに稜をもち底部は丸底となり、外反し立ち上がる日縁やナデの幅の狭いものをB類 (103・ 116・ 208・ 314・ 364・

460)と した。法量はA・ B類とも口径79～ 82mm、 器高21～ 22mmと極めて斉一化している。Aタイプに含まれ、B

類は器形、法量とも普正寺遺跡遺跡中 。上層面出土土器に類似性をもつことから、Ⅳ一Ⅱ期・15世紀前葉～中葉に位

置づけられよう。A類は平底でやや古相と考えられることから14世紀末～15世紀初頭頃に比定しておきたい。本遺跡

での I類とⅡ類の共伴事例はみられない。

Ⅲ類 日縁部にヨコナデを施すが、ナデは弱く体部中央あたりには僅かの稜を確認できる。Aタイプに含まれ、底

部から口縁部への屈曲が強く平底になるものをA類 (199・ 448・ 455)と し、屈曲が弱く丸底となるものをB類 (35・

94。 306)とするが、完形品は無く推定法量はA類が日径76～ 80mm、 器高16～ 18mm、 B類は日径80～ 90mm、 器高19

～21mmと なり違いがみられる。平底のA類は I類 。Ⅱ―A類の時期に比定しておきたい。B類は丸底でⅣ類と同様

なヘルメット形の形態をもちⅡ一B類の後出的な様相を示す。小松市銭畑遺跡 7号溝③ 。高堂遺跡 6号溝 (1の に類例

がみられる。Ⅲ類は15世紀中葉～後葉に位置づけておきたい。

Ⅳ類 丸底の底部から口縁部が内湾ぎみに立ち上がるヘルメット形の形態をもつ。日縁部に弱いナデを施すものも

見られるが不鮮明なものが多い。体部に弱い指圧痕が残るものもみうけられる。器形はШ―B類と似るが稜はみられ

ない。Aタイプに含まれ、厚手のものA類 (167・ 258。 288・ 429)は口径80～ 90mm、 器高20～ 22mm、 やや薄手の回

縁が肥厚しながら立ち上がるB類 (83・ 202)は 日径70～ 82mm、 器高21～ 22mmである。本遺跡ではV類と共伴する事

例が多い。A類は鶴来町白山町遺跡 (lo・ 小松市銭畑遺跡 7号溝に類例がみられる。Ⅳ類は15世紀後葉～16世紀前半の

位置づけとしたい。

V類 丸底の底部から日縁部が内湾ざみに立ち上がるヘルメット形の形態をもつが、N凝より内湾は緩くなる。A
タイプに含まれ、日縁端部のナデと体部に指圧痕を残すものが顕著にみうけられる。底部から口縁部にかけて一様の

器厚を保つA類 (188・ 213・ 229・ 262・ 331。 344・ 369)は日径70～ 78mm、 器高14～20mmの小ぶりなものと日径82～

90mm、 器高20～ 22mmのものがある。体郡下半から肥厚する日縁部をもつB類 (82・ 160・ 403)の完形品はないが、

日径76～ 80mm、 器高16mmの小ぶりなものと口径H8mm、 器高20mmの ものがある。日縁端部で玉縁状に肥厚するもの

や小さく屈曲するC類 (261・ 411・ 412)も完形品はなく推定回径は84～ 100mmである。A～ C類はともに共伴する事

例が多い。また15世紀後半以降増加するとされる瀬戸・美濃焼の天目茶碗との共伴も日立ち、Ⅳ類より新相の印象を

受ける。A類は自山町遺跡に類例がみられる。V類は15世紀後葉～16世紀前半に比定されよう。

Ⅵ類 (90。 283・ 308)日縁端部をナデにより外反させる丸底のもの。日径80mm、 器高18～ 21mmであり、Aタイプ

に含まれよう。V類と共伴することから15世紀後半～16世紀前半の所産であろう。

以上土師質土器の分類を試みたが、調整技法や胎土、色調について十分な検討は行っていない。15世紀後半頃から

一定量出現する京都系土師器の出土が本遺跡では不明な点や流通圏など検討課題は残るが、15世紀以降の資料数は少

なく今後の資料増加をまちたい。

第 3節 中世後期における遺構変遷と集落構造

遺構の変遷については、遺構の切り合い関係、遺構の相関関係、掘立柱建物の主軸方向、出土遺物を総合して検討

し、主要遺構変遷表と第102図掘立柱変遷図を作成した。作成にあたって遺物の少ない掘立柱建物はセット関係と考

えられる井戸の時期を帰属させている。 I期は14世紀後葉～15世紀中葉頃、Ⅱ期は15世紀後葉～16世紀前半頃に比定

される。また、 I期 (1)は 14世紀後葉～15世紀初頭頃、121e131は 15世紀前葉頃～ 15世紀中葉頃、Ⅱ期(り は15世紀後葉
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～16世紀初頭頃、(2)は16世紀前半頃に相当するものであろうか。掘立柱建物の時期分類をはじめ狭い時期幅のなかで

遺構の複合関係から各時期区分に帰属させたが、細分しすぎたきらいはある。試案であることを了承していただきた

い。では、各時期の概要を以下に述べることとする。

I期―(1)は集住化した最初の段階であり、掘立柱建物は北部の総柱建物 S B09・ 20を中心として分布するものと、

空間地を挟み南へ20m余り距離を隔て、南部の限られた範囲に分布するものがある。掘立柱建物の分布には企画性が

みられ村立ての段階ですでに配置の制約、つまリー定の敷地割りが成立していたものと考えられる。以降Ⅱ期―121ま

で継承される。北部北端N2区の井戸群 S E04・ 06～08は本期に属し、この北方には関連する掘立柱建物群の存在が

想定できる。この時期に限られた一時的なものであるが耕作区には S B52・ 53と S E49が存在する、井戸と掘立柱建

物の併存関係を示す事例である。この段階の終わり頃にはすでにS D08aが掘削されていたもようである。

I期―(2)では集落区全般に掘立柱建物が展開するが集落中央部の空間地は残る。前期と同様の建物の分布に加え

新たに南部の南側に東西棟の総柱建物S B45と S B49が展開する。

I期―(3)は前期同様、集落区全般に掘立柱建物が展開し、集落中央部の空間地西側にはS B26がみられるが、依

然東側には同様の区域が残る。本期頃から柱穴の大きな掘立柱建物と竪穴状遺構の構築が始まるようである。またこ

の段階で東西溝 S D08b・ 22と南北に並行する溝 S D02・ 09。 20・ 21・ 23～26が掘削された可能性が高く、道の整備

や集落区と耕作区の境界の明確化、計画性をもつ耕作区の区割りを意図したものであろう。竪六状遺構の出現と併せ、

土地利用と生活空間の変化を促したひとつの画期と言え、安定した集落の状況が窺われる。

■期―(1)には北部北側での掘立柱建物は見られなくなるが、本期の堅穴状遺構 S X05・ 06の存在はこの北方で建物

の存在を示唆する。集落中央部の空間地に大型の東西棟 S B23が建てられる。竪穴状遺構の構築が活発化し、とくに

集落区北部地区の北西部と南部地区南西部の2箇所に、掘立柱建物を避け互いが幾度も複合して集中し分布する(1か 。

土地利用の制約から主屋の背面傲地の裏狽りに配置されたことによる集中化と考えられ、井戸との複合事例の多さか

らも頷けるものである(略 )。

Ⅱ期―(2)で の掘立柱建物と竪穴状遺構の分布は前期と同じ様相を呈する。中央部に方形区画清 S D10・ 11に圏まれ

たS B22が出現する。他の掘立柱建物群は3～ 7棟が複合しているのに対しこの方形区画内での複合はS B22・ 23の

2棟と少ない。空間地として存在してきた区域としては当然のことでもあるが、建物の建築が制限されてきたことは

特別な意識が働いていた区域としても推察できよう。占有範囲が大きいことや、集落中央部で方形区画溝を有し唯一

継承された総柱建物であることから集落を象徴するお堂などの宗教施設か、または集落を指導する有力農民層の屋敷

地とも想定できる。区画は溝の内側で南北17.7m、 東西16.Om、 面積約283m2(86坪)の規模をもつ。建物SB22はやや

ゴ帥!に位置し、敷地内には井戸 S E25・ 竪穴状遺構 S X23・ 橋 S G01・ 柵S A02の施設を有する好事例である。

集落は背面を接し合う敷地がこの方形区画を中心として南北にはば対称に形成されている(lo。 これは敷地割と敷

地への出入り方向に関して推察の一助となろう。第 3章第 3節 1で行った小区の設定は、概ね最小単位の敷地に相当

するものと考えられ、敷地への出入り方向はN2②区←北、N2①区←東、Nl区 。Sl区←前面の道 S S01、 S2
区の①・③区←東、②区←西 ?、 S3区←南と推定できる。このことは進入路つまり道の存在を肯定するものでもあ

り、報告では道S S02の可能性を想定した (ぉ )。

集落は本期を境にして廃絶するが、近世17世紀前半には復活し現在の長池町に至っている。図版 1調査区全景に観

られるように現長池町へ伸びるS D08の線形が宅地の境界と一致することや住宅の方位が掘立柱建物と同様なことは

非常に興味深く、中世後期の地割が連綿と現在も生きている証ではないだろうか。

以上簡単ではあるが気のついたことを述べまとめとした。筆者の力量と理解不足のため、遺物や遺構の年代につい

て触齢を生じているかも知れない。おわびするとともに、今後の課題としたい。大方の御批判 。御叱正を願うもので

ある。
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表 4 中世後期主要遺構変遷表(試案)

地  区

I 期

(14世紀後葉～ 15世紀中葉)

Ⅱ 期

(15世紀後葉～16世紀前半)

(2) (3) (2)

N2①

SB03         SB02        SB01

SE01         SE02        SE03

SK03         SK01

SD03        SD04        SD02

SX02         SX01

SD01

N2②
SE04        SE05

SE06～ 08 SX05・ 06      SX07      SD05・ 06

Nl①
SB06        SB05         SB04

SD03

SX08

Nl②

SB09        SB10         SBll

SE09・ 16      SEll        SE10

SX09。 13

SD08a―→                 SD08b→

SB08。 12   SB07。 13・ 14

SE15        SE12

SXll・ 15    SX10。 14     SX12

SK09         SK08

SD07                   → SD08

Nl③

SB16・ 20     SB18。 21       SB15

SE21                     SE19

SX17

SK26                     SK13

SB17         SB19

SE20        SE22

SX18～ 20                  SX16

SK14

Sl①
SX24

SB23         SB22

SE25

SX22・ 21      SX23

SK27      SD10。 11

Sl②
SB26

SX26

SB24。 25

SE26

SD13        SX25

S2①
SB27・ 31・ 34   SB29。 36       SB32

SE29                    SE28

SB28・ 33     SB30・ 35

SE30      SE27。 31

S2②

SB37・ 43       SB42        SB40

SE32         SE36

SB41       SB38。 44       SB39

SE34        SE35         SE33

SX27～ 29

SK41・ 42・ 43

S2③

SB45        SB46

SX35

SK47

SB47

SE40

SX33。 34     SX36

SX40    SX39・ 41・ 42

SK48         SK49

S2④ SX45。 46      SX43       SX44

S3

SB49        SB50

SE48

SX49

SD17・ 18    SD16・ 19

SB51         SB48

SE41       SE43・ 44

SE45      SE46・ 47

SX47

耕作区
SB52・ 53

SE49                  SD20～ 26-→ SX55
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第102図 掘立柱建物変遷図 (目式案 )



註

(1)垣内光次郎 1984年 「陶磁器の組成と機能分担」『普正寺遺跡』石川県立埋蔵文化財センター

(2)垣内光次郎 1985年 「中世 北加賀の陶磁器流通成について」『鶴来町白山遺跡・白山町墳墓遺跡 (Ⅱ )』 石川

県立埋蔵文化財センター

(3)垣内光次郎 1998年 「出土陶磁器類の組成について」『木越光琳寺遺FVA』 石川県立埋蔵文化財センター

攣)川 畑 誠 1992年 「平成元年度出土遺物の検討」『小川』石川県立埋蔵文化財センター

(5)註 (1)で組成比の変化は珠洲焼の生産衰退とあわせ遺跡の存続期間の違いと捉えられている。

(6)藤田邦雄 1989年 「中世土器素描」『北陸の考古学「』石川考古学研究会

藤田邦雄 1997年 「中世加賀国の土師器様相J『中 。近世の北陸』北陸中世研究会

(7)註 (o1989文 献。

(8)垣内光次郎ほか 1984年『普正寺遺跡』石川県立埋蔵文化財センター

(9)望月精司 1993年 『銭畑遺跡「』月ヽ松市教育委員会

(l① 藤田邦雄 1990年 「中世の遺構と遺物」『小松市高堂遺跡』石川県立埋蔵文化財センター

(11)西野秀和ほか1985年 『鶴来町白山遺F71● 白山町墳墓遺跡 (Ⅱ )』 石川県立埋蔵文化財センター

(12)Nl区②区の S X09～ 13な ど複合を繰返す竪穴状遺構は、富山県福光町梅原胡摩堂遺跡の中世後期段階で多く

の類例がみられ、松任市宮永松原市遺跡で一例報告されている。

富山県文化振興財団 1994年 『発掘調査報告 (遺構編)』

木田清 1994年『松任市宮永松原市遺跡』松任市教育委員会

(13)垣内光次郎 1988年 「第 2次調査のまとめ」『佐々木アサバタケ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター

宅地内の井戸と竪穴状遺構の隣接性や宅地構造の対称性について指摘されている。

(14)註 (13)に 同じ。

(15)限 られた範囲の調査で集落の全貌は明らかではないが、大胆に想像すれば約50～ 60m四方を基本とした区画状

に道が存在していたのではなかろうか。集落区の東西道 S S01の南端ラインを基準にするとNl区の南北長は

約27m、 Sl①区+S2① 区の南北長は約30mであり、これらの 2倍したものが基本区画長となり得るのでは

と想定した。他の事例も含め今後の検討課題である。

参考文献

吉岡 康暢  1991年『日本海域の土器・陶磁 [古代編]』  六興出版

藤田 邦雄  1997年 「中世加賀国の土師器様相」『中・近世の】ヒ陸』北陸中世研究会

垣内光次郎  1997年 「加賀国の陶磁器流通」『中・近世の北陸』北陸中世研究会

田島 正和  1997年 「遺構からみた加賀国」『中 。近世の北陸』北陸中世研究会

前川  要  1996年 「中世の家族と住居」『家族と住まい』考古学による日本歴史15 雄山閣出版

吉岡 康暢  1994年『中世須恵器の研究』 吉川弘文館

北陸中世土器研究会  1993年『中世北陸の家・屋敷・暮 らしぶ り』

財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター  1997年『研究紀要第 5輯』
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その他 近世～近代 土坑6  溝3 陶磁器、銭貨
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